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標準断面図（その２） Ｓ＝１：６０

注記

１．揚降装置の各種標高、建屋側の計画高さ及び位置は建築設計からの提供条件による。

２．既設護岸の背後外構（嵩上げ）は建築設計所掌。

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

標準断面図（その１）

１：３０

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

標準断面図（その2）

下関市ボートレース企業局

1/60

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：mm
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構造一般図 Ｓ＝１：１００

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

構造一般図

１：５０

平 面 図 断 面 図

Ａ－Ａ

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

構造一般図

下関市ボートレース企業局

1/100

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：mm



護岸法線

競
走
水
面

Ａ

Ｂ

床版割付図 Ｓ＝１：８０

平 面 図

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

床版割付図

１：４０

5.0 KN/ｍ^u２（群衆荷重）

Ａ－Ａ

Ｂ－Ｂ

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

床版割付図

下関市ボートレース企業局

1/80

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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護岸法線

競
走
水
面

Ａ

Ｂ

床版取付詳細図 Ｓ＝１：８０

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

床版取付詳細図

１：４０

Ａ部詳細図 Ｓ＝１：１０ Ｂ部詳細図 Ｓ＝１：１０

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

床版取付詳細図

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：mm
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梁伏図・軸組図 Ｓ＝１：８０

Ｂ－Ｂ Ｓ＝１：３０

番号 規格 材質

C1 鋼管杭-φ400x9 SKK400

C2 鋼管杭-φ400x9 SKK400

G1 B.H-460x800x9x16 SM400A

G2 B.H-460x600x9x16 SM400A

G3 B.H-460x600x9x16 SM400A

G4 B.H-460x800x9x16 SM400A

B1 H-300x200x8x12 SS400

B2 H-300x200x8x12 SS400

B3 H-300x200x8x12 SS400

S1 H-150x100x6x9 SS400

S2 H-150x100x6x9 SS400

S3 H-150x100x6x9 SS400

備考

＜部材リスト＞

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

梁伏図・軸組図

１：４０

Ｃ－Ｃ Ｓ＝１：３０

注記

１．各部材詳細は上部工詳細図参照のこと。

Ａ－Ａ

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

梁伏図・軸組図

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：mm
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Ｇ桁詳細図（その１） Ｓ＝１：３０

Ｇ１桁詳細

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

Ｇ桁詳細図（その１）

１：１５

a部詳細 Ｓ＝１：６

＜材料表＞

番号 規格 数量 材質

1 PL-800x16x6530 1 SM400A

2 PL-1000x12x1600 1 SM400A

3 PL-428x9x6530 1 SM400A

4 PL-800x16x6530 1 SM400A

5 PL-428x9x490 11 SM400A

6 PL-290x9x428 13 SM400A

7 PL-432x9x1481 3 SM400A

8 PL-100x12x1035 3 SM400A

9 PL-70x9x696 4 SM400A

10 PL-174x9x696 1 SM400A

11 PL-70x9x695 4 SM400A

12 PL-174x9x695 1 SM400A

13 PL-50x6x580 1 SUS304

14 RB-φ6x6468 1 SUS304

15 RB-φ6x576 3 SUS304

16 RB-φ6x583 1 SUS304

17 RB-φ6x1779 1 SUS304

18 RB-φ6x183 1 SUS304

19 RB-φ6x87 1 SUS304

20 TCB-M20x80 32 S10T

21 C-200x90x8x13.5x788 1 SS400

22 C-200x90x8x13.5x4038 1 SS400

23 C-200x90x8x13.5x994 1 SS400

24 C-200x90x8x13.5x1279 1 SS400

25 PL-90x6x200 6 SM400A

26 RB-φ6x250 1 SUS304

27 六角ボルトM24x110 8 SS400

28 六角ナットM24（1種） 8 SS400

29 六角ナットM24（3種） 8 SS400

30 平座金M24 8 SS400

31 全ねじボルトM20x70（1N1W1SW） 24 SS400・めっき

備考

　１.数量はG1桁分の全数を示す。

　２.転落防止柵固定ナット等は桁側購入品とする。材料諸元は転落防止柵詳細図参照。

注記

１．特記なき溶接は、　　　　　の連続溶接とする。

２．鋼材の角部はR2程度で面取り加工のこと。

３．添接部は、ボルト本締め後に現場塗装のこと。

４．転落防止柵アンカー部詳細は、転落防止柵詳細図を参照のこと。

6

Ｂ－Ｂ Ｓ＝１：２０

Ｃ－Ｃ Ｓ＝１：２０

Ｄ－Ｄ Ｓ＝１：２０

b部詳細 Ｓ＝１：６

c部詳細 Ｓ＝１：６

Ａ－Ａ

d部詳細 Ｓ＝１：６

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

Ｇ桁詳細図（その１）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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＜材料表＞

番号 規格 数量 材質

1 PL-600x16x6530 1 SM400A

2 PL-428x9x6530 1 SM400A

3 PL-600x16x6530 1 SM400A

4 PL-290x9x428 26 SM400A

5 PL-50x6x590 1 SUS304

6 RB-φ6x6468 2 SUS304

7 RB-φ6x582 5 SUS304

8 TCB-M20x80 24 S10T

9 六角ボルトM24x110 8 SS400

10 六角ナットM24（1種） 8 SS400

11 六角ナットM24（3種） 8 SS400

12 平座金M24 8 SS400

備考

　１.数量はG2桁、G3桁の1組分を示す。2組分製作、購入のこと。

Ｇ桁詳細図（その２） Ｓ＝１：３０

Ｇ２桁詳細

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

Ｇ桁詳細図（その２）

１：１５

Ａ－Ａ Ｓ＝１：２０

a部詳細 Ｓ＝１：６Ｇ３桁詳細

Ｂ－Ｂ Ｓ＝１：２０

注記

１．本図はCLに対して対称とする。

２．特記なき溶接は、　　　　　の連続溶接とする。

３．鋼材の角部はR2程度で面取り加工のこと。

４．添接部は、ボルト本締め後に現場塗装のこと。

6

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

Ｇ桁詳細図（その２）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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＜材料表＞

Ｇ桁詳細図（その３） Ｓ＝１：３０

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

Ｇ桁詳細図（その３）

１：１５

Ｂ－Ｂ Ｓ＝１：２０

可撓性エポキシ樹脂舗装

t=5mm

舗装概要図

塗膜防水G桁

Ａ－Ａ

b部詳細 Ｓ＝１：１０

Ｇ４桁詳細

a部詳細 Ｓ＝１：６

番号 規格 数量 材質

1 PL-800x16x6030 1 SM400A

2 PL-428x9x6030 1 SM400A

3 PL-800x16x6030 1 SM400A

4 PL-290x9x428 12 SM400A

5 PL-428x9x490 12 SM400A

6 PL-50x6x580 1 SUS304

7 RB-φ6x5968 1 SUS304

8 RB-φ6x576 5 SUS304

9 TCB-M20x80 32 S10T

10 C-200x90x8x13.5x788 1 SS400

11 C-200x90x8x13.5x4908 1 SS400

12 PL-90x6x200 4 SM400A

13 RB-φ6x250 1 SUS304

14 六角ボルトM24x110 8 SS400

15 六角ナットM24（1種） 8 SS400

16 六角ナットM24（3種） 8 SS400

17 平座金M24 8 SS400

18 全ねじボルトM20x70（1N1W1SW） 20 SS400・めっき

備考

　１.数量はG4桁分の全数を示す。

　２.転落防止柵固定ナット等桁側購入品とする。材料諸元は転落防止柵詳細図参照。

注記

１．特記なき溶接は、　　　　　の連続溶接とする。

２．鋼材の角部はR2程度で面取り加工のこと。

３．添接部は、ボルト本締め後に現場塗装のこと。

４．転落防止柵アンカー部詳細は、転落防止柵詳細図を参照のこと。

6

Ｃ－Ｃ Ｓ＝１：２０

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

Ｇ桁詳細図（その３）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

206

原図:A3、単位：mm
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Ｂ桁詳細図（その１） Ｓ＝１：４０

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

Ｂ桁詳細図（その１）

１：２０

番号 規格 数量 材質

B1 H-300x200x8x12x6060 1 SS400

2 PL-106x6x270 6 SM400A

3 PL-85x6x270 6 SM400A

4 TCB-M20x60 6 S10T

5 PL-172x6x5890 1 SUS304

6 PL-119x9x5890 1 SUS304

7 PL-110x6x157 11 SUS304

8 PL-50x6x5880 1 SUS304

9 RB-φ6x64 2 SUS304

備考

　１.数量は1組分を示す。3組分製作、購入のこと。

＜材料表＞

Ｓ＝１：１０Ａ－ＡＢ１桁詳細

Ｓ＝１：１０b部詳細Ｓ＝１：１０a部詳細

注記

１．特記なき溶接は、　　　　　の連続溶接とする。

２．添接部は、ボルト本締め後に現場塗装のこと。
6

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

Ｂ桁詳細図（その１）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

207

原図:A3、単位：mm
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Ｂ２桁詳細

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

Ｂ桁詳細図（その２）

１：２０

番号 規格 数量 材質

B4 H-300x200x8x12x6060 1 SS400

2 PL-106x6x270 6 SM400A

3 PL-85x6x270 6 SM400A

5 TCB-M20x60 6 S10T

備考

　１.数量は1組分を示す。3組分製作、購入のこと。

＜材料表＞

根太固定プレート

Ｓ＝１：１０

番号 規格 数量 材質

6 PL-50x6x85 54 SM400A

備考

　１.数量はＢ桁取付分全数を示す。

　２.固定ボルトナット及びゴム板は床版にて別途計上。

＜材料表＞

注記

１．根太固定プレート取付位置は、床組組立後に位置調整のこと。

Ａ－Ａ Ｓ＝１：１０Ｂ－Ｂ Ｓ＝１：１０Ｃ－Ｃ

B2 H-300x200x8x12x5880 1 SS400

2 PL-106x6x270 12 SM400A

3 PL-85x6x270 4 SM400A

4 TCB-M20x80 8 S10T

備考

　１.数量は1組分を示す。6組分製作、購入のこと。

B3 H-300x200x8x12x6060 1 SS400

2 PL-106x6x270 12 SM400A

5 TCB-M20x60 6 S10T

備考

　１.数量は1組分を示す。3組分製作、購入のこと。

Ｂ３桁詳細

Ｓ＝１：６

Ｓ＝１：１０a部詳細

Ｂ４桁詳細

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

Ｂ桁詳細図（その２）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

208

原図:A3、単位：mm
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Ｓ桁詳細図 Ｓ＝１：１６

Ｓ１桁詳細

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

Ｓ桁詳細図

１：８

番号 規格 数量 材質

s1 H-150x100x6x9x1110 1 SS400

2 SPL-110x9x130 4 SM400A

3 TCB-M16x60 8 S10T

備考

　１.数量は1組分を示す。30組分製作、購入のこと。

＜材料表＞

Ｓ２桁詳細

番号 規格 数量 材質

s2 H-150x100x6x9x1520 1 SS400

2 SPL-110x9x130 4 SM400A

3 TCB-M16x60 8 S10T

備考

　１.数量は1組分を示す。36組分製作、購入のこと。

＜材料表＞

Ｓ３桁詳細

番号 規格 数量 材質

s3 H-150x100x6x9x670 1 SS400

2 SPL-110x9x130 4 SM400A

3 TCB-M16x60 8 S10T

備考

　１.数量は1組分を示す。6組分製作、購入のこと。

＜材料表＞

根太固定プレート Ｓ＝１：６

番号 規格 数量 材質

4 PL-50x6x85 90 SM400A

備考

　１.数量はＳ桁取付分全数を示す。

　２.固定ボルトナット及びゴム板は床版にて別途計上。

＜材料表＞

注記

１．根太固定プレート取付位置は、床組組立後に位置調整のこと。

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

Ｓ桁詳細図

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：mm
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配 置 図 Ｓ＝１：２００

番号 規格 数量 材質

　支持杭No.1～No.4

1 鋼管杭-φ400x9x10000 4 SKK400

3 鋼管杭-φ400x9x9500 4 SKK400

4 FB-50x4.5x1186 8 SS400

5 FB-25x6x30 32 SS400

6 PL-100x12x120 16 SM490A

7 PL-382x19x1100 8 SS400

8 鋼管杭-φ400x9x495 4 SKK400

9 PL-φ1000x25 4 SM400A

10 PL-250x12x290 32 SM400A

11 C-250x90x9／13x300 2 SS400

12 FB-200ｘ12ｘ1200 2 SS400

13 電気防食用陽極 耐用年数50年-1.0A 2 アルミ合金

　支持杭No.5～No.6

2 鋼管杭-φ400x9x10500 4 SKK400

3 鋼管杭-φ400x9x9500 4 SKK400

4 FB-50x4.5x1186 8 SS400

5 FB-25x6x30 32 SS400

6 PL-100x12x120 16 SM490A

7 PL-382x19x1100 8 SS400

8 鋼管杭-φ400x9x495 4 SKK400

9 PL-φ1000x25 4 SM400A

10 PL-250x12x290 32 SM400A

11 C-250x90x9／13x300 2 SS400

12 FB-200ｘ12ｘ1200 2 SS400

13 電気防食用陽極 耐用年数50年-1.0A 2 アルミ合金

備考

　１.数量は全数を示す。電気防食用陽極は、No.2、4、6、8に取付のこと。

　２.杭頭の桁固定ボルトは、別途計上。

＜材料表＞

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

下部工詳細図

１：５０

支 持 杭 杭頭部詳細 Ｓ＝１：２０

電気防食用陽極 Ｓ＝１：４０

No.1～No.4 No.5～No.8

現場溶接継手部詳細

Ｓ＝１：４

裏当てリングの形状

吊 金 具 Ｓ＝１：１０

注記

１．本図はCLに対して対称とする。

２．特記なき溶接は、　　　　　の連続溶接とする。

３．杭の打設は中心間隔及び倒れに注意して施工のこと。

４．杭頭部はボルト本締め後に現場塗装のこと。

５．杭打設後、高さ調整が必要な場合はライナー等で調整のこと。

6

※（　）内はNo.3、4を示す。 ※（　）内はNo.7、8を示す。

チャッキングプレート

Ｓ＝１：２０

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下部工詳細図

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：mm
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第３駐車場 揚降装置

渡板 1

※518（参考値）
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渡板詳細図

渡板詳細

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

渡板詳細図

図　示

配 置 図 Ｓ＝１：８０

＜材料表＞

番号 規格 数量 材質

1 トレンチカバーCM-50相当品 20 SS400・めっき

2 テープ付きゴム　33xt2x1000 40 ゴム

備考

　１.数量は全数を示す。

注記

１．既設護岸に不陸、法線の出入りがある場合は、不陸整正のこと。

A部取付状態図 Ｓ＝１：６

Ｓ＝１：１０ 取付要領 Ｓ＝１：２０

参考図

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

渡板詳細図

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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転落防止柵詳細図（その１）

参考図

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

転落防止柵詳細図（その１）

図　示

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

転落防止柵詳細図（その１）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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参考図

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

転落防止柵詳細図（その２）

図　示

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

転落防止柵詳細図（その２）
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図示
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S = 1 / 100 u : m標準断面図
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嵩上げコンクリート
0.60

+3.38
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床　　掘

c.t.c 1.00m

差筋SD345 D13-600

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

標準断面図

下関市ボートレース企業局

1/100

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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床掘詳細図
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 嵩上げ部詳細図  S = 1 / 200 u : m
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工事名

縮　尺 図面番号

嵩上げ部詳細図
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被覆石詳細図

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

被覆石詳細図

図　示

撤去平面図 Ｓ＝１：２００ 側面図 Ｓ＝１：４０

復旧平面図 Ｓ＝１：２００

2

2

被覆石均し（±50cm）

　陸上　　　　　　=19.9

　陸上　斜距離　  =36.9

56.8m

水中　斜距離　  =27.1

=27.1m

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

被覆石詳細図

下関市ボートレース企業局

図示
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＜柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合＞

ダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の2サイズアップとする事。

ダイヤフラムは、SN490C同等以上の鋼材を使用する事。

（１）材料及び検査

（２）工作一般

(ｂ)適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜以下のものとする

(ｃ)社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

(a)構造設計仕様による

１．一般事項 ２．溶接規準図

（１）隅肉溶接

（３）高力ボルト接合

（４）溶接接合

(a)鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事管理者の承認を得る

(ｂ)鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(a)本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

(ｂ)溶接機器

(イ)交流アーク溶接機

(ロ)アークエアーガウンジング機（直流） (ホ)溶接電流を測定する電流計

(ニ)炭酸ガスアーク半自動溶接機

(ｃ)溶接方法

300A～500A

(ｃ)高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

(a)溶接技術者

溶接技術者は施工する溶接に適応するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接技

(ｄ)溶接姿勢

仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

(イ)仮付位置

(e)組立て溶接技術者は、原則として本工事に従事する者が行う

仮付不良 仮付不良 良良

仮付溶接

(ロ)突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

(f)溶接施工

(イ)エンドタブ

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブを取り付ける

Ⅲ）エンドタブの長さは、MC：35㎜以上

NGC,GC：４０㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

母材より１０㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

又は工事監理者の承諾を得る

(ロ）裏当て金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６㎜、

半自動溶接で９㎜以上とする

Ⅰ）突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

但し梁成がD=150mm未満の場合の

（ハ）スカラップ半径は３０～３５㎜と、10mmのダブルアールとする

（ニ）ノンスカラップ工法

スカラップはr=20mmとする

裏当て金 G:ルート間隔
θ：開先角度

規準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける

（５）塗装

なっている部分は、塗装をしない

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

（ホ）裏はつり　　

（ヘ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部をいためない様に、養生を行う。

r=30～35mm

スカラップ

●

●ＢＯＸ型（通しダイヤフラムの場合）

t

S

７以下

t≦16mm

12

但し片面溶接の場合はS=tとする

tはt1,t2の小なる方とする

余盛は(1+0.1S)mm以下とする

軸力が加わる場合のSは母材と同厚と

することが望ましい

●

●

●

溶接記号番号を○中に記入のこと

注）f:余盛　G：ルート　R：フェース　S：脚長（単位mm）

5 8

８～１１

11

１２～１５ １６

（使用箇所に注意）

（平継手　Ｔ形継手）

（２）部分溶け込み溶接

（３）突合せ溶接

D1≧t/3 t/4≦S≦10mm

t≦t1

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する
θ=60゜

溶接姿勢

t>16mm

F.V

t

AAG

f=t/4

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する

（裏はつり後裏溶接）

t 6<t<19mm

溶接姿勢 F.V

●

f=t/4

補強すみ肉溶接を付加する

tmm G Gt1 Lθ θ

6≦t<12

12≦t<16

16≦t

6 6 6 6

9 9

9 9 9 9

96

5

8

8

F.V溶接姿勢

MC NGC GC

35゜

35゜

45゜

45゜

45゜

35゜

f=t/4
θ=45゜(55゜)

K形の場合

（４）フレアー溶接

tmm G Gt1 t1L Lθ

6<t<12

12≦t≦19

t>19

溶接姿勢 F.V

6 6 6 6

69 9

9 9

9

9 9

5

5

5

5

8 8

MC NGC GC

θ

45゜ 45゜

45゜35゜

35゜ 35゜

寸法 (mm)

9

13

16

19

7

8

9

10

4

4.5

5

6

7

8

φ SB

t1 L

5

8

8

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する

●
AAG( )内はGCでF.Hの場合�

T形突合せ継手余盛

t≧19mmt

F.V溶接姿勢

のど厚 tmm 余盛の高さ mm

2

1

3

4

t≦4

4<t≦12

t>19

12<t≦19

a>4mmの場合

平継手で板厚が異なるとき

f≧0.5mm(ただし、t≧15mm

のとき4mmとする)

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する

t 6<t<19

溶接姿勢 F.V

● 9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

● フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする

溶接棒角度θは30゜～40゜とする

22

25

11

12

θ

平面詳細

根巻の場合

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

1

AA 断面

θ

内ダイヤフラム

1

1

1

4

4

1

1

7

4

7

4

t>柱フランジのプレ－ト厚

θ＝75°～105°

スカ－ラップ部分は

回し溶接する

ガス抜き

φ=20

フランジが柱のRに

接しないこと

4

4

4

4

4

4

7

7

4

4

4

4

4

4

t＞16mmの場合の溶接は ～3 5 とする

4

4

4

1

～3 5 とする

～3 5 とする

●鋼材種別による溶接条件

●　、　、Ｈ型

内ダイヤフラムの場合は柱

の角のRに接しないこと

スカラップ部分は回し溶接する

●Ｂ.Ｈ方式

●柱が途中で折れる場合

　及梁成が異なる場合

断面図

鋼材の種別 溶接材料

400N級鋼

490N級鋼

JIS　Z　3211、3212、3214

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

JIS　Z　3212、3214

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

40以下

40以下

40以下

30以下

350以下

350以下

250以下

350以下

λ熱（KJ/cm） パス温度差（℃）

7

アーク手溶接（MC）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（NGC）

ガスシールドアーク半自動溶接（GC）

アークエアーガウンジング（AAG）

(ヘ)溶接棒乾燥器(ハ)サブマージアーク溶接機一式

※

※

1

1

※

※
※

※

1

1

t＞16mmの場合の溶接は1

※

※

※

※
1

1

1

※

※

※

1

1

1

※

※

※

1

1 ※

※

1

※
2

※

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

側板に注意のこと

2

※

※ t＞16mmの場合の溶接は1

※

※

※

7

7

1

※ はりフランジは、通しダイヤフラムの

厚み（ｔ）の内部で溶接する事

1

2

t

G=0

θ=60゜

θ=45゜

3

4

θ

5

θ=60

6

θ=45

（裏はつり後溶接）

5
1

削り面

（裏はつり後溶接）

θ

7

8

θ

G

下向 立向 横向 上向F V H O

S t1 S

S

t2

D1 D2

S S

t1

t

f

R≦2

f

G=0～2

G

t

t1

f

R≦2

L

25mm 以上

2/3t

1/3t
t

f

R≦2

f

G=0～2

R≦2

f

t

G=0～2

t1

a

t2

G=0～2

R≦2

f

t1

t

L L

25mm 以上

G

S

t

B

φ

t

35mm以上

かつ2t以上

1
5
0
以

下

80以
下

t
A - A

t

※1

A - A 断面図

裏はつり側にする。 開先面

r35

r10

1
0
0
以

下

4

A A

平面詳細

4

4

4

4

～3 5 とする

※

※

※

1

1

t＞16mmの場合の溶接は1

～3 5 とする※ t＞16mmの場合の溶接は2

鉄骨構造標準図（１）

25以上かつ

エンドタブが互に
あたらぬこと

2
5
以

上

25以上

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

鉄骨構造標準図（その１）

下関市ボートレース企業局

-

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：mm



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

鉄骨構造標準図（その２）

下関市ボートレース企業局

-

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

219

本
図
に
よ
る

本
図
に
よ
る

本
図
に
よ
る

鉄骨構造標準図（２）

(mm)

注（1) e ,e1 2

（ａ）羽子板ボルト

TYPE-2TYPE-1

Wt 21Wt

≧1mmフィラプレート併用のこと
Ft -Ft1

1

2

2Wt -Wt

B1＝340(400)B1＝300

Aﾀｲﾌﾟ使用は

D=250㎜

以下とする

柱

Aﾀｲﾌﾟ

Bﾀｲﾌﾟ Cﾀｲﾌﾟ

（ｂ）形鋼ブレース

羽子板ボルト

リブプレート補強

パイプとプレート補強（片面）

パイプ補強（小径の場合）

プレート補強（片面又は両面）

挿入筋構法 スライド構法

形鋼ブレース

梁上通しの場合 既製品面戸（鉄板） 折曲加工

あて板（鉄板）梁上切断の場合 あて板（非金属）

補足受材スラブ端部の補足材

e≧35mm

B1≦250

（１）ボルトピッチ（Ｐ）

（５）柱継手リスト

（７）デッキプレート

（１１）　その他

（１０）　梁貫通補強

（９）　頭付きスタッド（ＪＩＳ 1198)�

（８）　ＡＬＣ板取付要領

（４）ハンチ部の継ぎ手

ボルト穴径・最小縁端距離

〔注〕(1)引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

(2)せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

(3)圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

ハンチ勾配は普通 1:4 程度であるが構造図による

　(2) 羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

が確保されていれば形状は自由でよい

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行う

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

梁との溶接およびコネクター

受け梁へのかかり寸法および端部処理

●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い

●梁端部（スパンのｌ/10以内かつ2Ｄ以内）は避ける

●φ≦0.4Ｄ

スタッド材の標準形状・寸法

フランジ及ウェブ厚の差のある場合　　

縦壁構法

横壁構法

（２）ピン接合梁継手リスト

（６）鉄筋ブレース （ＪＩＳ規格品とする…ＪＩＳＡ5540…1982/5541,5542…1993)

ボルト止め構法 カバープレート構法

□ □

□□

呼　び
ボルト
穴　径

最　小　縁　端　距　離　（e）

（１） （２） （３） 最　小 標　準(2)(3)の標準

M16 40 28 22 40

40

40

40 60

60

60

M20

M22

M24

50

55

60

34

38

44

26

28

30 45

50

55

60 70

ピ　ッ　チ　（Ｐ）

22

24

26

符　号 タイプ PL-(1) PL-(2) N-径部　　　　材

PL-(2)PL-(1) N1-径 PL-(3)
部　　　　材符　号

フランジ ウェブ

N2-径

最　　　　　　　　大

最　　　　　　　　小

Ｓ

Ｒ

e

e

e

t

t

e

l

1はしあき（最小）

取付ボルト
ねじの呼び

種　　　類

本　　　数

へりあき

へりあき

（最小）

（最小）

(1)

(1)

(2)

(2)

板　　厚

板　　厚

JIS B 1180 中　8g 10.9

JIS B 1186 2種高力ボルト（F10T)又は

4.5

4.5

10.81

13 21.5

35

22

6 6

19 32.5 32.5

6 6

47

40

1 1 1 1 1 1

Ｍ12

Ｍ12

Ｍ14 Ｍ16 Ｍ18 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24

12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

100 115 125 140 150 165 175

17 17 21.5 23.5 21.5

40 45 50 50 55 50

28 28 34 34 38 38

9 9 9 9

25 25 37.5 37.5

9 9 9 9

52 59 66 66 73 70

50 55 60 75 85 85

Ｍ14 Ｍ16 Ｍ18 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ20

2

取付ボルト穴径
許容差＋0,-0.5mm

ボルト端から取付ボル
ト穴心のあき（最小）

切板製

平鋼製

調整ねじの長さ

軸径ｄ

溶接長さ（最小）

1

ねじの呼び（ｄ）

3

2

2

PL-(2)PL-(1) N1-径
部　　　　材符　号

フランジ

PL-(3) N2-径

ウェブ

B2

60150

175

200

250

300

350

400

70

80

100

140

170

B1

110

符　号 部　　　　材 PL-(1) N-径 ｌ

ス　タ　ッ　ド　材

呼び名
軸計ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ 溶接後の長さＬ

mm mm mm mm

形状

φ　 mm

φ  mm

φ  mm

13.0

12.7

16.0

15.8

19.0

19.0

22.0

22.2 34.9

35.0

31.7

32.0

31.7

25.4

22.0

29.0

50,80,100,130

80,100,130

80,100,130,150

100,130,150

10.0

7.9

10.0

9.5

10.0

9.5

10.0

7.9
13φ 　mm

19

22

16

（３）剛接合継手リスト

18

B1

B2B2

e
e

e
P

e
P

P
P

L 5 eL 5
4
5

e
4
5

4
5

4
5

4
5

4
5

e
e

B1

B2 B2

e
e

e
P

e
P

P
P

L 5

B1

B2 B2

70
(90) (90)

e
e

P
P

L 5
e

e

e
e

P

L 5
e

e
P

ee e eP P

e eP P
e e
10

P
P

e
e

eeee
10

ee ee
10

P
P

e
e

e e10

e
P

e

長さ

S e3

t

1
d

e
2

長さ

t

e
2

3 PeS

1
d

PL-6

1
5

≒
＠
60
0

5050

50

e

e

600以下300以下

D

d

T

L'

2φ 1010

φφ

10 10

D φ

①

N

PL-(2)

①
PL-(1)

①

PL-(1)

N

PL-(1)

N2 (片側）

N1(片側）

PL-(1)

PL-(3)
PL-(2)

PL-(2)

(片側）

PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)

リブプレート

外
P
L
-
(
１

)
　

内
P
L
-
(
2
)

N 1

外
P
L
-
(
１

)
　

内
P
L
-
(
2
)

N 1

外
P
L
-
(
１

)
　

内
P
L
-
(
2
)

N 1

PL-(2)

PL-(3)

PL-(1)

PL-(2) PL-(3)

PL-(1)

④

2N

P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
3
)

N 2

P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
2
)

P
L
-
(
3
)

①

④

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
ー

ス

①

④ ④

d

l
⑦

1

R

e

d

⑦
l

R

R

1e

1e

①
①

PL-(1)

30゜

N

FB-65×9 中ボルト M16

アークスポット溶接

16    @200

≒

φ 　

水平ブレース

①
50-400

50-200
①

L型鋼

6

PL50×6 @≦600

PL-1.6

①
50-400

①
50-400

PL-1.6

①
50-400

①
PL-3.2

L-50×50×6@≦600

9φ鉄筋 9φ鉄筋

6タテカベプレート ｱ

シーリング材

鉄骨梁

6受け金物 ｱ

シーリング材

スライドハタ金物

鉄骨梁

鉄骨柱鉄骨柱

フックボルト 12φ

シーリング材
ALC盤パネル

シーリング材

カバープレート

フックボルト 12φ

2.3ｱ

L-65×65×6 以上

ALC壁パネル

l=500l=1000

ALC壁パネル

L-65×65×6 以上

ALC盤パネル

①

①

①

① ①

①

①

B≦150 B≦300

Ft 1

Ft 1

Ft

Ft 2

2

e e e e

eee

35以上 35以上

ハンチ起点は避けた方がよい

３．継ぎ手規準図、その他

359.29 718.57205.31 769.9 205.31

原図:A3、単位：mm



備考 梁継手諸元表（鉄骨構造基準接合部委員会 SCSS-H97 、建設省住宅局建築指導課監修）に準ずる。

マーキング後本締めとする※　接合の際は仮ボルトを使用し、1次締めを行い

備 考

n
本数

6

6

6

8

6

10

8

8

12

16

6

8

6

6

8

12

4

G本数
n

SN400B(SS400) フランジ ウェブ SN400B(SS400) フランジ ウェブ フランジ ウェブ

e1 e2
備　　考

ウェブ ウェブ ウェブフランジ フランジ

M20

M16

本数
n

6

8

8

4

4

4

6

6

6

8

8

8

8

8

8

4

4

4

6

6

6

6

6

6

6

6

本数
n

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

横打ち
ウェブ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

千鳥打ち

横打ち
ウェブ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

M16

M20

M22

M16

M20

M22

千鳥打ち

千鳥打ち

横打ち

横打ち

横打ち

横打ち

ダブル打ち

ダブル打ち

ウェブ

ウェブ

ウェブ

ウェブ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

千鳥打ち

千鳥打ち

横打ち

横打ち

横打ち

横打ち

ダブル打ち

ダブル打ち

ウェブ

ウェブ

ウェブ

フランジ

フランジ

フランジ

フランジ

ウェブ

フランジ

2×6

2×2

2×2

1×3

1×3

2×2

2×3

1×3

2×3

2×3

2×3

2×3

2×6

1×6

1×6

1×3

1×3

1×4

1×4

1×5

1×5

1×5

1×5

2×4

2×4

配列
m×n

配列
m×n

P

60

P

60

60

60

60

90

90

90

90

60

90

90

120

120

60

60

60

60

60

60

60

120

120

90

90

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

e1

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

e2

備　　考

備　　考

SN490B(SM490)

部　　材

部　　材

M16

M20

M22

M22

本数
n

本数
n

6

6

6

8

8

8

8

8

10

10

10

12

4

6

6

6

8

8

10

10

10

10

10

14

14

14

P e1 e2
配列
m×n

1×5

3×1

2×2

2×2

2×2

2×3

2×3

1×6

1×6

2×5

2×5

2×6

2×6

2×7 

1×3

1×3

1×3

1×5

1×5

1×5

1×7

1×7

1×9

1×9

1×10

1×12

配列
m×n

60

60

60

60

60

90

60

120

90

90

90

90

90

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

90

60

60

P

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

e1

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

70

40

40

40

40

40

40

e2

SN400B(SS400)

部　　材

SN490B(SM490)

部　　材

部　　材

SN490B(SM490)

e1 e2
配列
m×n

2×1

3×1

2×2

2×3

3×1

2×2

2×3

2×3

2×4

1×2

3×1

2×2

1×3

1×3

2×3

2×3

4×1

配列
m×n

P

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

90

60

60

60

60

60

P

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

40

e1

40

40

40

40

40

70

70

70

70

40

70

40

40

40

40

40

40

e2

備　　考

備　　考

部　　材

SN400A(SS400)

M16

M16

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M20

M22

ボルト
配列
P

2

2

2

3

3

3

4

4

5

6

6

6

6

8

6

6

6

6

6

9

9

9

9

9

9

9

12

12

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

"

部　　材

44 1×2 60 40 40 4 2×1 60 40 40 2×1 60 40 70

64 1×2 60 40 2×1 60 40 70

4 1×2 60 40 40 4 3×1 60 40 70

ボ
ル
ト
径

ボ
ル
ト
径

ボ
ル
ト
径

ボ
ル
ト
径

ボ
ル
ト
径

ボ
ル
ト
径

ボ
ル
ト
径

H-200×100×5.5×8

H-600×200×11×17

H-596×199×10×15

H-500×200×10×16

H-496×199×9×14

H-450×200×9×14

H-446×199×8×12

H-400×200×8×13

H-396×199×7×11

H-350×175×7×11

H-346×174×6×9

H-300×150×6.5×9

H-390×300×10×16

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-440×300×11×18

H-488×300×11×18

H-482×300×11×15

H-582×300×12×17

H-588×300×12×20

H-692×300×13×20

H-700×300×13×24

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-148×100×6×9
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適用範囲

　SN400(SS400),SN490C(SM490)で接合する場合,SN400(SS400)材質でジョイントを決定する。

　2枚の板を挟んで接合される場合,板厚の差が1㎜を超える場合は

　フィラプレートを挿入する。
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フランジ添板SPL2

フランジ添板SPL1
フランジ添板SPL2

ウェブ添板SPL

ウェブ添板SPL
フランジ添板SPL1

フランジ添板SPL2

フランジ添板SPL1

フランジ添板SPL2
ウェブ添板SPL

PL
本

数

SPL1-12×199×410

SPL1- 9×175×290

SPL2- 9× 70×290

SPL1- 9×199×410

SPL2- 9× 80×410

SPL1- 9×200×410

SPL1- 9×150×290

SPL2- 9× 60×290

SPL1- 9×174×290

SPL2- 9× 70×290

SPL1-12×124×530

SPL1-12×125×530

SPL1-12×199×530

SPL2-12× 80×530

SPL1-12×200×530

SPL2-12× 80×530

SPL1-12×199×530

SPL2-12× 80×530

SPL1-12×200×530

SPL2-12× 80×530

SPL1-12×199×530

SPL2-12× 80×530

SPL1-12×200×530

SPL2-12× 80×530

SPL1- 9×149×410

SPL2- 9× 60×410

SPL1- 9×150×290

SPL2- 9× 60×290

SPL1- 9×174×290

SPL2- 9× 70×290

SPL1- 9×175×290

SPL1- 9×199×410

SPL2- 9× 70×290

SPL2- 9× 80×410

SPL1- 9×200×410

SPL2- 9× 80×410

SPL1-16×100×410

SPL2-12× 80×410

SPL1-12×200×410

SPL2-12× 80×410

SPL1-12×199×410

SPL2-12× 80×410

SPL1-12×200×410

SPL2-12× 80×410

SPL1-12×199×410

SPL2-12× 80×410

SPL1-12×200×410

SPL2-12× 80×410

SPL1-12×124×410

SPL1-16×100×290

2PLs-12×290×380

2PLs-12×290×380

2PLs- 6×290×140

2PLs- 6×290×170

2PLs- 6×290×170

2PLs- 6×290×200

2PLs- 6×170×200

2PLs- 6×170×260

2PLs- 6×170×260

2PLs- 9×290×260

2PLs- 9×290×260

2PLs- 9×290×320

2PLs- 9×290×320

2PLs- 9×170×380

2PLs- 9×170×380

2PLs- 6×170×200

2PLs- 6×170×260

2PLs- 6×170×260

2PLs- 9×170×260

2PLs- 9×170×260

2PLs- 9×170×320

2PLs- 9×170×320

2PLs- 9×170×320

2PLs- 9×170×320

2PLs- 9×290×440

2PLs- 9×290×440

2PLs- 6×170×140

SPL1-12×250×410

SPL2-12×100×410

SPL1-12×300×350

SPL2-12×110×350

SPL1-12×300×440

SPL2-12×110×440

SPL1-12×300×440

SPL2-12×110×440
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SPL2-12×110×440
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SPL1-16×100×290
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SPL2-12×100×530

SPL1-12×300×440

SPL2-12×110×440

SPL1-12×300×530
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SPL1-12×300×530

SPL2-12×110×530
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SPL2-12×110×530

SPL1-12×300×530

SPL2-16×110×530

SPL1-12×300×530

SPL2-16×110×530

SPL1-19×300×710

SPL2-19×110×710

SPL1-19×300×710

SPL2-19×110×710

SPL1-19×300×710

SPL2-19×110×710

SPL1- 9×150×410

SPL2- 9× 60×410

SPL1- 9×175×290

SPL2- 9× 70×290
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SPL2- 9× 80×410
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2PLs-12×170×620
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2PLs- 9×170×260

2PLs- 9×170×320

2PLs- 9×170×440

2PLs- 9×170×440

2PLs- 9×170×560

2PLs- 9×170×560

2PLs- 9×170×140

2PLs- 6×290× 80

2PLs-12×290×530

2PLs-12×290×620

2PLs-12×290×530

2PLs- 6×410× 80

2PLs- 6×350×140

2PLs- 9×290×140

2PLs- 6×290×200

2PLs- 9×290×200

2PLs- 9×290×260

2PLs- 9×170×320

2PLs- 9×170×380

2PLs- 9×170×380

2PLs- 9×290×440

2PLs- 9×290×440

SPL1-16×100×410

SPL1-12×125×530

SPL1- 9×150×410
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SPL2-12×110×440
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SPL2-12×110×440

SPL1-12×350×410

SPL2-12×140×410

SPL1-12×400×530

SPL2-16×170×530

SPL1-12×125×410

SPL1- 9×150×290

SPL2- 9× 60×290

SPL1- 9×175×410

SPL2- 9× 70×410

SPL1- 9×200×290

SPL2- 9× 80×290

SPL1-12×250×530

SPL2-12×100×530

SPL1- 9×300×350

SPL2-12×110×350

SPL1-12×305×350

SPL2-12×110×350

SPL1-12×350×290

SPL2-12×140×290

SPL1-12×400×410

SPL2-16×170×410

SPL1-16×100×290

2PLs-12×170×200

2PLs-12×290×200

2PLs-12×290×260

2PLs- 9×410× 80

2PLs- 6×230×140

2PLs- 9×290×140

2PLs- 9×170×200

2PLs- 9×350× 50

2PLs- 6×350× 80

2PLs- 9×470× 80

2PLs-12×290×200

2PLs-12×290×200

2PLs-12×290×260

2PLs- 9×350× 50

2PLs- 6×470× 80

2PLs- 9×470× 80

2PLs- 9×530× 80

2PLs- 6×350×140
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千鳥打ち
フランジ

16 2×10 60 40 40H-900×300×16×28
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60 40 4020
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2×11 2PLs-16×290×680

H-596×199×10×15
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M16 2 6H-100× 50×5×7

M20

601×3

･構造設計図に示す事項の他は本基準による。

･使用材料の範囲:鉄骨SN400APLB(SS400),SN490B(SM490),高力ボルトS10T

･添え板(SPL)の材質は全て主材と同じとする。

･接合部で接合される相手方の材が弱い場合は,弱い方の材でジョイントを決定する。

･本図は鉄骨構造及び鉄骨鉄筋コンクリート構造の鉄骨についての基準を示す。

※Rib.PLは,G.PLと同厚とする。
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※　　　　部分は今回の使用部材の継手を示す。

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

鉄骨構造標準図（その３）

下関市ボートレース企業局

-

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：mm



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

鉄骨構造標準図（その４）

下関市ボートレース企業局

-

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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山 形 鋼 継 手 

間　柱　柱　脚 JIS建築用ターンバックル筋かい

溝 形 鋼 継 手

特 記 事 項

特 記 事 項・凡 例

・適用範囲の母材の鋼種は、SS400,SM400,
SN400とする。

・プレートの鋼種は母材と同等とする。

・高力ボルトは、F10T（S10T）とする。

・継手耐力は、SCSS-H97に準拠する。

・継手耐力は、母材せん断耐力の

７０％以上とする。

G
L

G
L

B
L

B
2L

TB

L

15
60
40 40

15
40

40

4
0

4
0

n
@
6
0

L

L

T

2

L1

f
Lb e1

L=L  +L
e1 La
f

T

L≦700

L≦600

L≦800

L≦900

40
40

n@60

B

g1

3

部　材 径
高力ボルト

２面継手

数量 継手 厚さ最小Ｂ
高力ボルト
数量 継手 厚さ

１面継手

厚さ継手
高力ボルト
数量

１面継手

数量 Ｐ１
アンカーボルト ベースプレート

厚さx Ａx ＢＰ２

最小Ｂ 最小Ｂ

径 径

軸　ブ　レ　ー　ス　・　床　ブ　レ　ー　ス 床　ブ　レ　ー　ス G1綴りボルト

径

・適用範囲の母材の鋼種は、SS400,SM400,SN400とする。

・高力ボルトは、原則としてF10Tとし、溶融亜鉛メッキ処理を行う場合は、F8Tとする。

・継手は建築構造設計指針２０10（東京都建築構造行政連絡会）による。

5542（建築用ターンバックルボルト）による。

特記なきはJIS・A・5540（建築用ターンバックル） 5541（建築用ターンバックル胴）
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フック付き

ベースプレート

均しモルタル

・プレートの鋼種は母材と同等とする。

・アンカーボルトの材質は、特記なき限りSS400とする。

※　　　　部分は今回の使用部材の継手を示す。

原図:A3、単位：mm



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

平面図・立面図

下関市ボートレース企業局

1/200

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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屋根伏図　S=1/200

屋根：合成高分子系ルーフィングシート防水【接着工法】

塩ビ樹脂系シートt1.5(リベットルーフSGM)

大型塩ビ軒樋前高150ｲ

ｲ

鉄部仕上：海洋厚膜ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装CM-A

下地無機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ塗り

ﾀﾃ樋：カラー塩ビ樋 VP125
ｽﾃﾝﾚｽ支持金物

ﾀﾃ樋：カラー塩ビ樋 VP125
ｽﾃﾝﾚｽ支持金物

YD YC YB YA

南東側立面図  S=1/200

YDYCYBYA

北西側立面図  S=1/200

原図:A3、単位：mm



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

梁伏図・軸組図・部材リスト

下関市ボートレース企業局

1/200

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

223

850

6600

850

RV11

C11C11

RG11 RG11

RG11 RG11

R
G
1
1

R
G
1
1

RB11

S
1
1

S
1
1

YD

YC

4
8
0
0

2
4
0
0

2
4
0
0

4
4
2
5

Y2 Y1

6600

4900

5
0
0

5
0
0

1
2
0
0

3
2
2
5

C11 C11

V11

水下梁天端
▽+10.39

1
4
3
4

1
2
9
0

▽+10.534

▽+9.10
柱下端

（提供条件）
▽+5.46

△+8.37
（提供条件）
ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ下端

C11

RG11

4800

YD YC

3
100

C11

Y1,Y2通り軸組図  S=1/200 YD通り軸組図  S=1/200YC通り軸組図  S=1/200

水上梁天端

RG11

R
B
1
2

R
B
1
2

RB12RB12

△庇ライン

小屋ﾌﾞﾚｰｽ小屋ﾌﾞﾚｰｽ
RV12:M12(TB付)

小屋ﾌﾞﾚｰｽ
RV12:M12(TB付)RV11:L-50×50

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ　I-250×125×7.5×12.5

C11 C11
▽+9.10

柱下端

（提供条件）
▽+5.46

△+8.37
（提供条件）
ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ下端

Y2 Y1

1
2
9
0

4900

RG11RG11 RG11
水下梁天端
▽+10.39

C11

Y2

C11

Y1

1
4
3
4

▽+10.534

▽+9.10
柱下端

（提供条件）
▽+5.46

△+8.37
（提供条件）
ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ下端

4900850 850

6600

RG11RG11 RG11
水上梁天端

ﾎｲｽﾄｸﾚｰﾝ浮桟橋上屋

800 80050 50

RG11

8
0
0

6
1
0
0

1
4
0
0

備考部　　材

RG1

符　号

C1

H-200×100×5.5×8

H-194×150×6×9

λ= 132.8

λ= 147.9

λ= 146.5

備考部　　材符　号

λ= 132.8

λ= 147.9

λ= 146.5

φ216.3×5.8

H-194×150×6×9

部材リスト （特記なき限り,使用鋼材はSS400規格品とする）

ホイストクレーン上屋揚降装置アクセス桟橋上屋

RB1

RB2

RG2

C11

RG11

H-198×99×4.5×7

H-150×75×5×7S1

RV1

RV2

M20(TB付)

M12(TB付)

RB3 H-150×75×5×7

φ267.4×6.0

H-150×75×5×7S11

RV11

RB11

RB12 H-150×75×5×7

H-175×90×5×8

RV12 M12(TB付)

V11

C1 C1C1 C1S
1

S
1

S
1

小屋ﾌﾞﾚｰｽ RV2:M12(TB付)

3
5
0
0

9
0
0YB

YA
C1 C1 C1

R
G
1

R
G
1

R
G
1

RG2

RG2

RG2

RG2

RG2

RB1 RB1
S
1

S
1

S
1

S
1

S
1

3
3
4
0

RB1 RB1 RB1

19500

6500 6500 6500

Y5 Y4 Y3 Y1

小屋ﾌﾞﾚｰｽ RV1:M20(TB付)小屋ﾌﾞﾚｰｽ RV2:M12(TB付)

揚降装置ｱｸｾｽ桟橋上屋
5
0
0

RB1 RB1 RB1

S
1

S
1

S
1

S
1

S
1

S
1

R
B
2

R
B
2

145050

R
B
2

R
B
2

950 50

22000

RB2

2
0
3
0

690015100

小屋伏図　S=1/200

RB2

R
G
1

R
G
1

C1 C1

RG1 RG1 ▽+9.890
水下梁天端水上梁天端

▽+9.995

Y3,4通り軸組図  S=1/200

C1 C1

RG1RG1
水上梁天端
▽+9.995

水下梁天端
▽+9.890

4
5
3
5

4
4
3
0

4
5
3
5

4
4
3
0

▽+5.46
（提供条件） （提供条件）

▽+5.46

Y1,Y5通り軸組図  S=1/200

3340900 3500

7740

3340900 3500

7740

YAYBYAYB

C1 C1C1C1

RG2RG2RG2RG2

4
4
3
0

水下梁天端
▽+9.890 RG2

YA通り軸組図  S=1/200

▽+5.46
（提供条件）

19500

6500 6500 6500

Y5 Y4 Y3 Y1

1450 950

21900

C1 C1C1C1

YB通り軸組図  S=1/200

RG2RG2RG2RG2

4
5
3
5

水下梁天端
RG2▽+9.995

（提供条件）
▽+5.46

19500

6500 6500 6500

Y5 Y4 Y3 Y1

1450 950

21900

△庇ライン

R
G
1

C1

R
G
1

RB1

H-200×100×5.5×8RG3

RB2

R
B
2

RB3RB3

RG2

RB3

RG2

小屋ﾌﾞﾚｰｽ RV2:M12(TB付)

R
G
1

S
1

RG2

RG2

RG2

R
B
2

RB3

2L-50×50×6

L-50×50×6

註）大梁JOINT位置は,柱芯より700とする

C

A

A

B

B

R
G
1

R
G
1

R
G
1

R
G
1

RG1 RG1
3

100
3

100

C

H-294×200×8×12

STK400STK400

8
7
4
0

5
0
0

ﾃﾞｯｷ受

ﾃﾞｯｷ受位置を示す。

C-100×50×20 t=3.2 鉄部仕上：海洋厚膜ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装CM-A

下地無機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ塗り

原図:A3、単位：mm



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

断面詳細図

下関市ボートレース企業局

1/60

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

224

▽+8.62
ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ上端

水上梁天端

4
8
0

1
4
3
4

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ下端
▽+8.37（提供条件）

▽+10.534

柱下端
▽+9.10

100
3

ｲ - ｲ　断面詳細図　S=1/60

水下梁天端
▽+10.39

柱下端

YCYD

4800

2400 2400

500 800

屋根30分耐火【FP030RF-0529】

裏面：ホワイト(JIS認定工場成型品)

デッキ材：Zルーフ2型 Mg2%添加ガルバリウムカラー鋼板t1.0 H=90

野地板：硬質木毛セメント板t25

断熱材：片面鋼板付ポリスチレンフォーム(3種bA)t50(FLボードMS)

塩ビ樹脂系シートt1.5(リベットルーフSGM)

屋根：合成高分子系ルーフィングシート防水【接着工法】

@3,000以内

ガルバリウムカラー鋼板t0.5

幕板：Mg2%添加

水上補強下地：

ガルバリウム鋼板生地t1.2 通し

不定形シーリング

塩ビ被覆鋼板

屋根30分耐火【FP030RF-0529】

裏面：ホワイト(JIS認定工場成型品)

デッキ材：Zルーフ2型 Mg2%添加ガルバリウムカラー鋼板t1.0 H=90

野地板：硬質木毛セメント板t25

断熱材：片面鋼板付ポリスチレンフォーム(3種bA)t50(FLボードMS)

塩ビ樹脂系シートt1.5(リベットルーフSGM)

屋根：合成高分子系ルーフィングシート防水【接着工法】

ﾀﾃ樋：カラー塩ビ樋 VP125
ｽﾃﾝﾚｽ支持金物（４ヵ所）

樋ｽﾃﾝﾚｽ吊り金物（３ヵ所）

不定形シーリング

塩ビ被覆鋼板

軒先水切：Mg2%添加 ガルバリウムカラー鋼板t0.5

軒先補強下地：ガルバリウム鋼板生地t1.2 通し

立上りZ型補強下地：ガルバリウム鋼板生地t1.2 通し

水上補強下地：ガルバリウム鋼板生地t1.2 通し

幕板：Mg2%添加 ガルバリウムカラー鋼板t0.5

塩ビ被覆鋼板

不定形シーリング

大型塩ビ軒樋前高165

デッキ受け：C-100×50×20　t3.2

保護巻き（別途計上）
570×570 H=300

100
3

▽+9.995
水上梁天端

▽+5.46（提供条件）

4
4
3
0

水下梁天端
▽+9.890

2030

7740

YAYB

3340900 3500

500500

原図:A3、単位：mm



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

鉄骨詳細図（その１）

下関市ボートレース企業局

1/40

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

225

ﾃﾞｯｷ受材

1750

3500 3340900

7740

1750 1670 1670

▽+5.46
（提供条件）

▽+9.890
水下梁天端

水上梁天端
▽+9.995

4
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3
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4
4
3
0

C
1
:
φ
2
6
7
.
4
×
6
.
0

C
1
:
φ
2
6
7
.
4
×
6
.
0

4-M24（杭基礎側で計上）

A-A断面　S=1/40

a-a伏図　S=1/40

φ
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×
1
0
0
×
5
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PL-9
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2
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3
2

PL-9

C1柱脚詳細図　S=1/40

4-M24

PL-9

50

B.PL-32

A A

1450700

Y5

320

50

5
0

D-D断面　S=1/40

HTB 2ｘ2-M20

PL-6 PL-6 PL-6
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HTB 2-M20
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4040
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×
6
.
0
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90

4
0

4
0
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0

6
0

6
0

4
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1
0

（杭基礎側で計上）

RG1：H-294×200×8×12

HTB 1-M12

RG1

410

40 4060
60
40 60

60

1
2
0

HTB 6ｘ2-M20

HTB 2ｘ3-M20

2PL-9

4
0

2
0
0

4
0
6
06
0

25以上
PL-19PL-19 PL-19

300 300

6
0
4
0

4
0

2PL-6

PL-9

PL-9

RG2

D

D

RG2

1
4
0

PL-19

G.PL-6

HTB 2-M20

HTB 2-M20

G.PL-6

HTB 2-M20

G.PL-6

RB1

25以上

C1:φ267.4×6.0

PL-6
PL-9

PL-9
RG1：H-294×200×8×12

RB1

@3000以内
@3000以内

a a

ﾃﾞｯｷ受け：C-100×50×20 t3.2
ﾃﾞｯｷ受け：C-100×50×20 t3.2

835 8351000 750 750 1000 1000 670

ﾃﾞｯｷ受材 ﾃﾞｯｷ受材 ﾃﾞｯｷ受材 ﾃﾞｯｷ受材
ﾃﾞｯｷ受材

ﾃﾞｯｷ受材

@3000以内

ﾃﾞｯｷ受ｹﾗﾊﾞ部詳細　S=1/20

ﾃﾞｯｷ受け：C-100×50×20 t3.2

(両面)
80-3004

原図:A3、単位：mm



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

鉄骨詳細図（その２）

下関市ボートレース企業局

1/40

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

226

24002400

4800

3

100

V11:2L-50×50×6
500

1200

4425

▽+8.62
ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ上端

▽+8.37
ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ下端

▽+9.10
柱下端

▽+10.534
水上梁天端

（提供条件）

YD YC

HW300

S11

G.PL-9

HTB 3-M16

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ　I-250×125×7.5×12.5

4425

1200

500

RV
11
:L
-5
0×

50
×
6

YC

HTB 2-M16
G.PL-9

G.PL-9

HTB 3-M16

HTB 2-M16

G.PL-6

6
0

6
0

40
60
4010

40 60

60
40

▽+10.39
水下梁天端

40

40

60

2
4
5
0

Y1

Y2

bb

B-B断面　S=1/40

b-b 伏図(ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ上端 +8.62)　S=1/40

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ　I-250×125×7.5×12.5

ｽﾄｯﾊﾟｰ　2L-65x6
（位置は現場にて決定）

ｽﾄｯﾊﾟｰ　2L-65x6
（位置は現場にて決定）

4800500

@3000以内
ﾃﾞｯｷ受け：C-100×50×20　t3.2

S11:H-150×75×5×7

HW300（別途工事）（別途工事）

HTB 4-M16（勾配座金） HTB 4-M16（勾配座金）

HTB 2-M16

G.PL-9（別途工事・杭基礎側で計上）

3500900 3340

7740

2030

3

100

▽+9.995

水上梁天端

S1
S1

YB YA

RG2
RG2

RB2
RB1

RB1
S1

S1:H-150×75×5×7 水下梁天端
▽+9.890 S1 RB1

@3000以内
ﾃﾞｯｷ受け：C-100×50×20 t3.2

原図:A3、単位：mm



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

鉄骨詳細図（その３）

下関市ボートレース企業局

1/40

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

227

8
0
0

Y2

24002400

4800

YD YC

1
2
9
0

▽+10.39
水下梁天端

1
4
3
4

▽+9.10
柱下端

▽+10.534
水上梁天端

4
8
0

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ上端
▽+8.62

c-c伏図　S=1/40

HW300

HW300 HW300（杭基礎側で計上） φ420

▽+9.10

c c

C-C断面　S=1/40

R
G
1
1

R
G
1
1

R
G
1
1

RB12：H-150×75×5×7
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×
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PL-9

2PL-6

HTB 2ｘ2-M20

C11 C11

PL-16

B.PL-28

PL-9

2
8

2
0
0 柱下端

C11柱脚詳細図　S=1/40
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B.PL-28 4-M20（杭基礎側で計上）
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×
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E-E断面　S=1/40

PL-6 PL-6
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10 6060
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C11:φ216.3×5.8
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:
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×
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8

@3000以内 @3000以内
ﾃﾞｯｷ受け：C-100×50×20 t3.2 ﾃﾞｯｷ受け：C-100×50×20 t3.2

ﾃﾞｯｷ受材 ﾃﾞｯｷ受材

ﾃﾞｯｷ受材

950 750700 950750 700

ﾃﾞｯｷ受材

ﾃﾞｯｷ受材

ﾃﾞｯｷ受材

G.PL-6
HTB 1-M12

ﾃﾞｯｷ受材 40
12
35

原図:A3、単位：mm
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揚降装置機械室梁部材計画図（１）

図　示
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工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置機械室梁部材計画図（１）
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縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局
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ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

揚降装置機械室梁部材計画図（２）

図　示

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置機械室梁部材計画図（２）
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揚降装置昇降テーブル組立図

図　示

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置昇降テーブル組立図
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図　示
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工事名

縮　尺 図面番号
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押出成形セメント板t60 w600 ヨコ貼　

押出成形セメント板t60 w600 ヨコ貼　

竪樋：塩ビVPφ100(カラー)
　　　掴み金具：SUS製@1200

竪樋：塩ビVPφ100(カラー)
　　　掴み金具：SUS製@1200

ケラバ包み：屋根と同材

棟包み：屋根と同材

ECPt60横張の上フッ素樹脂塗装 押出成形セメント板t60 w600 ヨコ貼　

竪樋：塩ビVPφ100(カラー)
　　　掴み金具：SUS製@1200

柱：溶融亜鉛メッキ

柱：溶融亜鉛メッキ

柱：溶融亜鉛メッキ

軒樋：塩ビ製 前高130W

屋根：ガルバリウムカラー鋼板
嵌合角ハゼ折板ｔ＝0.5葺き　Ｈ＝145

棟包み：屋根と同材

東側立面図 S=1/200 北側立面図 S=1/200南側立面図 S=1/200

▼WL

▼地盤面 ▼水中GL

▼1FL

▼競技部棟1FL

▼パラペット天端▼最高高さ

▲水上梁天端▲最高の軒の高さ

Y5 Y4 Y3

Y3 Y4 Y5

YB YA
※鉄部は全て溶融亜鉛メッキとする。

鋼製建具:親子開き扉

押出成形セメント板t60 w600 ヨコ貼　

床：CPL-4.5

▼地盤面

▼揚降装置機械室FL

▼水中GL
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5

アルミ笠木（既製品）W500 

踏面：CPL-4.5

22

（190×21）

▼揚降アクセス桟橋FL
▲+5.45(=T.P.3.55)

▲+10.28(=T.P.8.38)

▲設計GL

西側立面図 S=1/200

YBYA

▼競技部棟1FL

▲設計GL

Ｂ詳細図

換気扇(設備工事)×2
換気扇(設備工事)×2

揚降装置アクセス桟橋側

競走水面側

昇降床平面図

Ｎ

機械室平面図 S=1/100

(油圧ユニット) (油圧ユニット)制御盤

下部梁

マシンセンタ

点検口:1525×850 点検口:1525×850

制御盤

　　　掴み金具：SUS製@1200
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2Px100Vコンセント
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竪樋：塩ビVPφ100(カラー)
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揚降装置全体組立図

図　示

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置全体組立図
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揚降装置機械室断面図

図　示

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置機械室断面図
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機械室屋根伏図 S=1/100

屋根勾配

3/100

軒樋：塩ビ製 前高130W屋根：ガルバリウムカラー鋼板
嵌合角ハゼ折板ｔ＝0.5葺き　Ｈ＝145

ケラバ包み：屋根と同材

棟包み：屋根と同材

YB
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Y3 Y4 Y5

Ａ詳細図

Ａ詳細図 S=1/20

Ｂ詳細図 S=1/20
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縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局
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揚降装置機械室屋根詳細図

図　示

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置機械室屋根詳細図
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揚降装置鉄骨構造図

図　示
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工事名
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鉄骨構造図
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鉄骨架構詳細図
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揚降装置基礎詳細図

図　示

揚降装置基礎詳細図

基礎No.1,2 基礎No.5,6

電気防食用陽極

配 置 図 Ｓ＝１：２００

"a"部詳細図 Ｓ＝１：４

揚降装置基礎 Ｓ＝１：１２０

裏当てリングの形状 現場溶接継手部詳細 Ｓ＝１：４

Ｓ＝１：４０

no scale

SKK4001

SS400

SS4001

1

1 SKK400

アルミ合金
電気防食用陽極

（耐用年数 50年－1.0A）

鋼管杭 φ600 x  9 x  6000

C- 250 x 90 x 9/13 x 300

PL- 200 x 12 x 1200

鋼管杭 φ600 x 16 x  10000

注；数量は基礎1本分を示す。

1

3

4

5

6

9

1 SKK400鋼管杭 φ600 x 16 x  35002

1

1FB- 50 x 4.5 x 1770

7

SS4004PL- 25 x 6 x 30

8

SS400

材　　質個数規　　格番　号

基礎No.1～基礎No.4

基礎No.1～基礎No.6各1本、計6本製作のこと。

基礎No.5,6

1

SS400

SS4001

1

1 SKK400

アルミ合金
電気防食用陽極

（耐用年数 50年－1.0A）

C- 250 x 90 x 9/13 x 300

PL- 200 x 12 x 1200

鋼管杭 φ600 x 16 x  100003

5

6

9

1 SKK400

鋼管杭 φ600 x 16 x  35002

1

1FB- 50 x 4.5 x 1770

7

SS4004PL- 25 x 6 x 30

8

SS400

鋼管杭 φ600 x 9 x  6500

SKK4001

基礎No.3,4

管内面管外面

〈材料表〉

吊金具 Ｓ＝１：１０

SM490A4PL- 100 x 12 x 12010

SM490A4PL- 100 x 12 x 12010
注記

１．揚降装置支柱との連結部詳細は、鉄骨架構詳細図を参照のこと。

２．杭の打設は中心間隔及び倒れに注意して施工のこと。

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置基礎詳細図

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：mm
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救助艇浮桟橋

ホイストクレーン浮桟橋

揚降装置アクセス桟橋

係留杭引抜

φ318.5x9x17000

係留杭引抜

φ318.5x9x17000

係留杭No.1打設

係留杭No.2打設

既設発着ピット撤去

発着ピット新設

別途工事

計画平面図 Ｓ＝１：４００

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

計画平面図

１：２００

参考図

注記

１．本図は参考図とする。既設発着ピット移設先は、発注者と協議のこと。

２．移設に伴う既設発着ピットの改良は水域施設所掌外。発注者と協議のこと。

３．既設係留杭諸元は、提供資料による。

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

計画平面図

下関市ボートレース企業局

1/400

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位：ｍ
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係留杭詳細図 Ｓ＝１：１２０
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アルミ合金電気防食用陽極
(耐用年数 50年－1.0A)

C- 250 x 90 x 9/13 x 300

FB- 200 x 12 x 1200

注；数量は係留杭1本を示す。2本製作のこと。
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φ420
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杭頭部詳細図
(S=1:40)

現場溶接継手

4
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SS4004FB- 25 x 6 x 30

SS400
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φ318.5

10.3 10.3

1
1
0
0

SKK490

SKK490

8

鋼管杭 φ318.5 x  10.3 x 10000

注記

1.打設位置は発注者と調整のこと。

2.杭の打設は中心間隔及び倒れに注意して施工のこと。

SKK490が入手困難な場合は、相当品を使用のこと。

3.係留杭打設工事時期は、発注者と協議のこと。

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

既設発着ピット_係留杭詳細図

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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配置図
(S=1:200)

原図:A3、単位：mm
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係留杭No.1,No.2
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注；1.数量は係留杭1本を示す。2本製作のこと。
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電位測定端子 φ13 x 44007
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4.押さえゴムと戸当りは接着すること。
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図面名

工事名

縮　尺 図面番号

既設発着ピット_戸当り詳細図

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

242
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仮設敷鉄板

仮設単管足場

（作業員のみの通行）

仮設土留め矢板

150tCC

150tCC

仮設構台A

仮設構台A

80tSekisan
600 重機幅：4800

6000
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0

支持杭

けた受け

覆工受げた

転落防止柵

覆工板1000x2000

仮設構台平面図 Ｓ＝１：３００

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

仮設構台平面図

１：１５０

Ｓ＝１：１００断 面 図

クレーン規格（t吊）

 作業半径

（m）
50 55 65 80 100 150 200 350 450

4 47.2 49.9 78.5

5 33.1 35.3 51.1 59.2 147.3 183.7

6 24.7 26.9 38.6 45.5 89.9 138.3 163.0 342.3 430.6

7 19.7 21.7 30.6 35.5 76.7 120.9 140.6 310.8 374.6

8 16.7 18.0 25.2 29.1 62.0 97.3 123.4 262.3 327.3

9 14.2 15.5 21.4 24.7 51.7 81.0 108.1 225.9 289.7

10 12.3 13.5 18.5 21.5 44.4 69.5 94.8 193.6 257.7

12 9.8 10.4 14.4 16.9 34.2 53.8 73.3 143.0 203.5

14 8.0 8.6 11.8 13.9 27.6 44.0 60.0 112.4 163.1

16 6.6 7.2 9.9 11.6 23.0 37.0 50.0 92.2 133.6

18 5.6 6.1 8.3 9.9 19.5 31.6 43.1 77.5 112.9

20 4.7 5.2 7.1 8.6 16.7 27.4 37.3 66.8 97.7

22 4.1 4.4 6.1 7.4 14.8 24.4 33.1 58.3 85.7

24 3.6 3.9 5.4 6.4 13.0 21.6 29.4 57.1 75.3

26 3.0 3.3 4.7 5.6 11.3 19.2 26.3 51.1 67.8

28 2.6 2.9 4.0 5.0 10.0 17.2 23.9 46.0 61.2

30 2.1 2.4 3.5 4.4 9.1 15.9 21.5 41.4 55.0

32 1.8 2.2 3.2 3.8 8.1 14.2 19.5 37.8 50.5

34 1.5 1.8 2.7 3.2 7.3 12.9 17.9 33.9 46.0

36 2.2 2.7 6.4 11.7 16.5 31.1 42.6

＜クローラクレーン：作業半径と実吊荷重＞参考図

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

仮設構台平面図

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位:mm(平面図)、ｍ(断面図)
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被覆石撤去復旧

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

仮設構台　構造一般図（１）

１：５０

仮設構台　構造一般図（その１）

仮設構台Ａ

Ｓ＝１：１００

平　面　図

側　面　図

断　面　図

Sect.A-A

断　面　図

Sect.B-B

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

構造一般図

下関市ボートレース企業局

1/100

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位:ｍ(平面図・側面図)、mm(断面図)
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図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

上部工詳細（１）

図　示

仮設構台　上部工詳細（その１）
桁長４ｍ

KEY-PLAN Ｓ＝１：８０主桁詳細 Ｓ＝１：４０ 主桁詳細 Ｓ＝１：１６

横桁詳細 Ｓ＝１：２０

番号 規格 数量 材料

1 H500x300x11x18x3990 4.0 SS400

2 PL135x9x452 24.0 SM400

3 C300x90x10x15.5x1879 9.0 SS400

4 M22x60 54.0 F10T

備考
・上表は、G1～G4桁1スパンあたりを表す。
・全8スパン製作のこと。

<材料表>

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

上部工詳細図（その１）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位:mm
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図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

上部工詳細（２）

図　示

仮設構台　上部工詳細（その２）
桁長２ｍ

KEY-PLAN Ｓ＝１：８０主桁詳細 Ｓ＝１：４０ 主桁詳細 Ｓ＝１：１６

横桁詳細 Ｓ＝１：２０

<材料表>

番号 規格 数量 材料

1 H500x300x11x18x1990 4.0 SS400

2 PL135x9x452 16.0

3 C300x90x10x15.5x1879 6.0 SS400

4 M22x60 36.0 F10T

備考
・上表は、G1～G4桁1スパンあたりを表す。
・全2スパン製作のこと。

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

上部工詳細図（その２）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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SM400
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図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

仮設構台　下部工詳細図（１）

図　示

正　面　図 S＝１：１００ 側　面　図 S＝１：１００ a部詳細 S＝１：２０

b部詳細 S＝１：２０

上部工接続部詳細 S＝１：２０ ソールプレート詳細 S＝１：２０

仮設構台　下部工詳細図（その１）
一般部

<材料表>

番号 規格 数量 材料

1 H350x350x12x19x12000 4.0 SS400

2 H350x350x12x19x10000 4.0 SS400

3 C300x90x10x15.5x6350 4.0 SS400

4 L100x100x10x2700 6.0 SS400

5 M22x70 96.0 F10T

6 M22x70 24.0 F10T

7 M22x70 24.0 F10T

8 M22x70 96.0 F10T

9 PL310x25x550 4.0 SM400

10 M22x105 16.0 F10T

11 M22x85 - F10T

12 ﾃｰﾊﾟｰﾜｯｼｬ5°・M22 16.0 SS400

<材料表>

番号 規格 数量 材料

1 H350x350x12x19x12000 4.0 SS400

2 H350x350x12x19x10000 4.0 SS400

3 C300x90x10x15.5x6350 4.0 SS400

4 L100x100x10x2700 6.0 SS400

5 M22x70 96.0 F10T

6 M22x70 24.0 F10T

7 M22x70 24.0 F10T

8 M22x70 96.0 F10T

9 PL310x25x550 4.0 SM400

10 M22x105 8.0 F10T

11 M22x85 8.0 F10T

12 ﾃｰﾊﾟｰﾜｯｼｬ5°・M22 16.0 SS400

備考

　１．杭の根入れは、-10.1m以上かつ、先端支持力

　　　１５００（ｋＮ）を確認すること。

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下部工詳細図（その１）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

247

原図:A3、単位:mm



4
5

4
6
0

4
5

50 210 50

310

5
5
0

25

t25

4-PL310x25x550（SM400）9

ソールプレート

ソールプレート

2-M22x105（F10T）

2-M22x85（F10T）

4-テーパーワッシャM22

10

11

12

40 75 120 75 40

7
5

2
@
7
5

7
5

12-M22x70（F10T）

12-M22x70（F10T）

5

5

+5.300

+5.150

+0.000

-2.450

-5.900

-7.000

-15.150

-15.900

-16.700

1
0
0
0
0

1
2
0
0
0

-6.700（継手部）

1
5
0

2
2
0
0
0

シルト質砂

N=４

Kh＝6.00（N／ｃｍ
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図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

仮設構台　下部工詳細図（２）

図　示

正　面　図 S＝１：１００ 側　面　図 S＝１：１００ a部詳細 S＝１：２０

上部工接続部詳細 S＝１：２０ ソールプレート詳細 S＝１：２０

仮設構台　下部工詳細図（その２）
仮設構台Ａ　既設護岸部（Ａ１脚）

<材料表>

番号 規格 数量 材料

1 H350x350x12x19x12000 4.0 SS400

2 H350x350x12x19x10000 4.0 SS400

3 C300x90x10x15.5x6350 2.0 SS400

5 M22x70 96.0 F10T

9 PL310x25x550 4.0 SM400

10 M22x105 8.0 F10T

11 M22x85 8.0 F10T

12 ﾃｰﾊﾟｰﾜｯｼｬ5°・M22 16.0 SS400

備考

　１．杭の根入れは、-10.1m以上かつ、先端支持力

　　　１５００（ｋＮ）を確認すること。

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下部工詳細図（その２）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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0

-1

-1.5

-2 60@900=54000

27
00

仮設敷鉄板

1524x22x3048

仮設土留め矢板

150t Sekisan

+4.08
+3.88 +3.87（H.W.L）

+2.88（競走用水面）

2700

7000

+6.32（H.H.W.L）

+0.06（L.W.L）

+5.80

-15.20

Ac1：砂混じり粘土

As：シルト質砂

Ac2：砂混じり粘土

Ag：砂礫

WGr：風化花崗岩

B：シルト混じり砂1
0
5
0
0

1
0
5
0
0

2
1
0
0
0

ハット型鋼矢板-10H・L10.5m

ハット型鋼矢板-10H・L10.5m

標準断面図 Ｓ＝１：１００

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

標準断面図

１：５０

Ｓ＝１：４００配 置 図

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

標準断面図

下関市ボートレース企業局

1/100

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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Sekisan

+5.30

+4.08

+3.88
+3.87（H.W.L）

+2.88（競走用水面）

150t吊クローラクレーン

12
.5
0

3.00

11
.5
0

3.00

8.50

3.
00

アクセス浮桟橋

救助艇浮桟橋

cap：44.0t

〈吊重量〉

　浮体本体=36.2t

　開閉式屋根=1.0t

　フック等=2.5t

Σ=39.7t

〈吊重量〉

　浮体本体=33.3t

　開閉式屋根=1.0t

　フック等=2.5t

Σ=36.8t

〈吊重量〉

　浮体本体=27.8t

　開閉式屋根=1.0t

　フック等=2.5t

Σ=31.3t

Se
ki
sa
n 
15
0t

R14.0
0

150t吊クローラクレーン

架設計画図（その１） Ｓ＝１：２００

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

架設計画図（その１）

１：１００

注記

１．本図は参考図とする。RC浮体据付工事に適用する。

２．護岸前面は水深が浅いため、高潮位時に進水のこと。

３．浮体の仕上り重量を確認の上、クレーン規格を再検討のこと。

４．仮設矢板背後にクレーン据付のこと。

参考図

Ｓ＝１：２００側 面 図

クレーン規格（t吊）

 作業半径

（m）
50 55 65 80 100 150 200 350 450

4 47.2 49.9 78.5

5 33.1 35.3 51.1 59.2 147.3 183.7

6 24.7 26.9 38.6 45.5 89.9 138.3 163.0 342.3 430.6

7 19.7 21.7 30.6 35.5 76.7 120.9 140.6 310.8 374.6

8 16.7 18.0 25.2 29.1 62.0 97.3 123.4 262.3 327.3

9 14.2 15.5 21.4 24.7 51.7 81.0 108.1 225.9 289.7

10 12.3 13.5 18.5 21.5 44.4 69.5 94.8 193.6 257.7

12 9.8 10.4 14.4 16.9 34.2 53.8 73.3 143.0 203.5

14 8.0 8.6 11.8 13.9 27.6 44.0 60.0 112.4 163.1

16 6.6 7.2 9.9 11.6 23.0 37.0 50.0 92.2 133.6

18 5.6 6.1 8.3 9.9 19.5 31.6 43.1 77.5 112.9

20 4.7 5.2 7.1 8.6 16.7 27.4 37.3 66.8 97.7

22 4.1 4.4 6.1 7.4 14.8 24.4 33.1 58.3 85.7

24 3.6 3.9 5.4 6.4 13.0 21.6 29.4 57.1 75.3

26 3.0 3.3 4.7 5.6 11.3 19.2 26.3 51.1 67.8

28 2.6 2.9 4.0 5.0 10.0 17.2 23.9 46.0 61.2

30 2.1 2.4 3.5 4.4 9.1 15.9 21.5 41.4 55.0

32 1.8 2.2 3.2 3.8 8.1 14.2 19.5 37.8 50.5

34 1.5 1.8 2.7 3.2 7.3 12.9 17.9 33.9 46.0

36 2.2 2.7 6.4 11.7 16.5 31.1 42.6

＜クローラクレーン：作業半径と実吊荷重＞

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

架橋計画図（その１）

下関市ボートレース企業局
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アクセス浮桟橋

救助艇浮桟橋

R
1
6
.
0
0

橋
長
：
10
.0
0

R16.00

橋
長
：
10
.0
0

〈吊重量〉

　連絡橋本体=1.2t

　開閉式屋根=1.0t

　フック重量=0.3t

Σ=2.5t

cap：3.3t

cap：3.3t

25t吊ラフタークレーン

25t吊ラフタークレーン

Σ=2.5t

〈吊重量〉

　連絡橋本体=1.2t

　開閉式屋根=1.0t

　フック重量=0.3t

架設計画図（その２） Ｓ＝１：２００

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

架設計画図（その２）

１：１００

注記

１．本図は参考図とする。連絡橋架設工事に適用する。

参考図

クレーン規格（t吊）

 作業半径

（m）
16 20 25 35 45 50 60 70

3 15.8 19.7 24.7 34.6 44.5 49.2 56.0 63.0

4 12.3 182 22.7 27.1 36.5 36.5 45.5 52.0

5 10.1 13.9 19.1 22.0 29.8 29.8 38.1 41.1

6 8.5 11.8 16.0 18.3 24.7 24.7 32.1 33.3

7 6.7 9.9 12.4 14.5 20.4 20.3 26.3 27.7

8 5.2 7.8 10.4 12.5 17.2 17.2 21.2 23.6

9 4.2 6.3 8.3 10.2 14.8 14.8 17.2 17.6

10 3.4 5.1 6.9 8.3 12.8 12.1 14.1 14.2

12 2.4 3.8 5.3 6.4 8.9 8.5 10.0 10.2

14 1.9 2.8 4.0 4.8 7.0 6.8 8.0 8.1

16 1.4 2.2 3.3 3.9 5.5 5.2 6.3 6.4

18 1.0 1.7 2.6 3.1 4.3 4.0 5.3 5.1

20 0.7 1.3 2.1 2.3 3.8 3.0 4.4 4.1

22 1.0 1.7 1.7 3.0 2.3 3.2 3.2

24 0.7 1.3 1.3 2.3 1.6 2.5 2.5

26 0.5 1.1 1.0 1.8 1.0 1.9 1.9

28 0.3 1.4 1.5 1.5

30 1.0 0.9 1.1

32 0.7 0.9 0.7

34 0.4 0.6 0.4

＜ラフタークレーン：作業半径と実吊荷重＞

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

架橋計画図（その２）

下関市ボートレース企業局
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ホイストクレーン浮桟橋

掃海艇浮桟橋

R14.00

cap：4.0t

R2
0.
00

cap：2.1t

〈吊重量〉

　浮体本体�=1.4t

　フック重量�=0.3t

�　　　Σ=1.7t

25t吊ラフタークレーン

〈吊重量〉

　連絡橋本体=0.9t

　開閉式屋根=1.0t

　フック重量=0.3t

Σ=2.2t

〈吊重量〉

　浮体本体=1.0t

　フック重量=0.3t

Σ=1.3t

架設計画図（その３） Ｓ＝１：２００

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

架設計画図（その３）

１：１００

注記

１．本図は参考図とする。連絡橋架設工事に適用する。

参考図

クレーン規格（t吊）

 作業半径

（m）
16 20 25 35 45 50 60 70

3 15.8 19.7 24.7 34.6 44.5 49.2 56.0 63.0

4 12.3 182 22.7 27.1 36.5 36.5 45.5 52.0

5 10.1 13.9 19.1 22.0 29.8 29.8 38.1 41.1

6 8.5 11.8 16.0 18.3 24.7 24.7 32.1 33.3

7 6.7 9.9 12.4 14.5 20.4 20.3 26.3 27.7

8 5.2 7.8 10.4 12.5 17.2 17.2 21.2 23.6

9 4.2 6.3 8.3 10.2 14.8 14.8 17.2 17.6

10 3.4 5.1 6.9 8.3 12.8 12.1 14.1 14.2

12 2.4 3.8 5.3 6.4 8.9 8.5 10.0 10.2

14 1.9 2.8 4.0 4.8 7.0 6.8 8.0 8.1

16 1.4 2.2 3.3 3.9 5.5 5.2 6.3 6.4

18 1.0 1.7 2.6 3.1 4.3 4.0 5.3 5.1

20 0.7 1.3 2.1 2.3 3.8 3.0 4.4 4.1

22 1.0 1.7 1.7 3.0 2.3 3.2 3.2

24 0.7 1.3 1.3 2.3 1.6 2.5 2.5

26 0.5 1.1 1.0 1.8 1.0 1.9 1.9

28 0.3 1.4 1.5 1.5

30 1.0 0.9 1.1

32 0.7 0.9 0.7

34 0.4 0.6 0.4

＜ラフタークレーン：作業半径と実吊荷重＞

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

架橋計画図（その３）

下関市ボートレース企業局
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足場板
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+5.46（提供条件）

+4.08
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25t吊ラフタークレーン

仮設備計画図（その１） Ｓ＝１：６０

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

仮設備計画図（その１）

１：３０

平 面 図 Ｓ＝１：２００

参考図

A-A

注記

１．本図は参考図とする。揚降装置アクセス桟橋工事に適用する。

B-B 仮設足場面積A=6.9×14.8+5.6×7.3=143.0m2

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

仮設備計画図（その１）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位:mm
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1219

建枠

階段枠

水平つなぎ

方杖

手摺

16t吊ラフタークレーン

仮設備計画図（その２）

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

仮設備計画図（その２）

１：３０

平 面 図 Ｓ＝１：２００

参考図

A-A

注記

１．本図は参考図とする。揚降装置アクセス桟橋上屋工事に適用する。

Ｓ＝１：１００

B-B Ｓ＝１：１００

仮設足場面積A=5.1×20.1+3.4×20.1×3=307.5m2

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

仮設備計画図（その２）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位:mm
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仮設備計画図（その３） Ｓ＝１：６０

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

仮設備計画図（その３）

１：３０

平 面 図 Ｓ＝１：１２０

参考図

断 面 図

注記

１．本図は参考図とする。ホイストクレーン浮桟橋上屋工事に適用する。

２．ホイストレール設置時は、昇降階段一部撤去のこと。

仮設吊足場面積A=6.7×7.1×2=95.1m2

仮設枠組足場面積A=5.1×7.3=37.2m2

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

仮設備計画図（その３）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位:mm
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仮設備計画図（その１） Ｓ＝１：６０

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

仮設備計画図（その１）

１：３０

平 面 図 Ｓ＝１：１２０

参考図

A-A

注記

１．本図は参考図とする。揚降装置建設工事に適用する。

仮設吊足場面積A=5.7×13.7×2+2.4×2.4×6=190.7m2

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置仮設備計画図（その１）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

256

原図:A3、単位:mm
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+5.46（提供条件）+5.46（提供条件）
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+5.46（提供条件）
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+2.38

+4.46（提供条件）
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建枠

揚降装置
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床付布枠
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階段枠

1219 12193@1829=5487

8
5
2
5

8
5
2
5

1800

C-300x90x9x13（参考）

ブラケット吊材

方 杖

仮設備計画図（その２） Ｓ＝１：６０

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

仮設備計画図（その２）

１：３０

平 面 図 Ｓ＝１：１２０

参考図

B-B

注記

１．本図は参考図とする。揚降装置建設工事に適用する。

仮設枠組足場面積A=8.5×12.8+6.8×5.5×2+8.5×14.6=307.7m2

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置仮設備計画図（その２）

下関市ボートレース企業局

図示

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位:mm



ホイストクレーン浮桟橋

（車両乗入れ不可）

揚降装置アクセス桟橋

（車両乗入れ不可）

R1
8.
00

cap：2.1t

R16
.00

R2
0.
00

cap：2.6t

cap：3.3t

25t吊ラフタークレーン

架設計画図 Ｓ＝１：１２０

図 面 名

工 事 名

縮　　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

／

ボートレース下関競技棟改築工事（水域施設）

架設計画図

１：６０

参考図

クレーン規格（t吊）

 作業半径

（m）
16 20 25 35 45 50 60 70

3 15.8 19.7 24.7 34.6 44.5 49.2 56.0 63.0

4 12.3 182 22.7 27.1 36.5 36.5 45.5 52.0

5 10.1 13.9 19.1 22.0 29.8 29.8 38.1 41.1

6 8.5 11.8 16.0 18.3 24.7 24.7 32.1 33.3

7 6.7 9.9 12.4 14.5 20.4 20.3 26.3 27.7

8 5.2 7.8 10.4 12.5 17.2 17.2 21.2 23.6

9 4.2 6.3 8.3 10.2 14.8 14.8 17.2 17.6

10 3.4 5.1 6.9 8.3 12.8 12.1 14.1 14.2

12 2.4 3.8 5.3 6.4 8.9 8.5 10.0 10.2

14 1.9 2.8 4.0 4.8 7.0 6.8 8.0 8.1

16 1.4 2.2 3.3 3.9 5.5 5.2 6.3 6.4

18 1.0 1.7 2.6 3.1 4.3 4.0 5.3 5.1

20 0.7 1.3 2.1 2.3 3.8 3.0 4.4 4.1

22 1.0 1.7 1.7 3.0 2.3 3.2 3.2

24 0.7 1.3 1.3 2.3 1.6 2.5 2.5

26 0.5 1.1 1.0 1.8 1.0 1.9 1.9

28 0.3 1.4 1.5 1.5

30 1.0 0.9 1.1

32 0.7 0.9 0.7

34 0.4 0.6 0.4

＜ラフタークレーン：作業半径と実吊荷重＞

注記

１．本図は参考図とする。揚降装置建設工事に適用する。

２．最大の架設重量は、2.7tを想定している。（機械設備メーカーへのヒアリングによる。）

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

揚降装置架設計画図

下関市ボートレース企業局

1/120

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事
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原図:A3、単位:ｍ



競走水面

第２駐車場

N 仮囲い・汚濁防止膜設置参考図

原図:A3 単位:m

1/10

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

仮囲い・汚濁防止膜設置参考図

下関市ボートレース企業局

1/1000

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

259

仮囲い(丸パイプ土中打込式 囲い高さ3ｍ)

L=182m
パネルゲート

W=12m

汚濁防止膜 L=140m

水域施設工事用

汚濁防止膜 L=80m

連絡橋工事用



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

解体工事特記仕様書

260－



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

付近見取図・全体配置図・平面図（掃海詰所）

261－



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

262－

平面詳細図・姿図・仕上表（掃海詰所）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

263－

展開図・建具表（掃海詰所）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

264－

基礎伏図・軸組図・屋根伏図・断面図
（掃海詰所）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

265－

平面図・矩計図・姿図（倉庫１・２）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

建築工事特記仕様書（１）

266－



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

267－

建築工事特記仕様書（２）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

268－

建築工事特記仕様書（３）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

269－

建築工事特記仕様書（４）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

270－

建築工事特記仕様書（５）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

271－

建築工事特記仕様書（６）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

272－

建築工事特記仕様書（７）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

273－

建築工事特記仕様書（８）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

274－

建築工事特記仕様書（９）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

275－

建築工事特記仕様書（１０）



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

揚降装置機械室梁部材計画図（１）【参考】

2761/40



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

揚降装置機械室梁部材計画図（２）【参考】

2771/20



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

揚降装置昇降テーブル組立図【参考】

2781/40



揚降装置駆動部組立図【参考】図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

2791/40



揚降装置全体組立図【参考】図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

2801/400
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　　　掴み金具：SUS製@1200
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45

2,
84
5

13
,1
15

27
0

13,870

435 6,500 6,500 435

2,
3
00

20
0

+0.06（L.W.L）

+6.32（H.H.W.L）

+3.87（H.W.L）

+2.88（競走用水面）
W.L

揚降装置基礎

競走水面

+5.45(=T.P.3.55)

※
1
2
0
0
（
提
供
資
料
よ
り
）

500 5,500 500

1：2.0 1：
2.0

設計水深+0.80

+1.48
計画水深+1.30

浚渫範囲

+4.20

※鉄部は全て溶融亜鉛メッキとする。

鋼製建具:親子開き扉

床：CPL-4.5

▼地盤面

▼揚降装置機械室FL

▼水中GL

2,
50
0

2,
30
0

355 4,800 355
5,510

1

20

15

10

5

4
,7
3
0

アルミ笠木（既製品）W500 

踏面：CPL-4.5

3,500 1,500

20
0

2,
30
0

SGc

SGc

2,
57
0

22

1
0
0

（190×21）
3,990 70 1,517

▼揚降アクセス桟橋FL
▲+5.45(=T.P.3.55)

▲+10.28(=T.P.8.38)

▲設計GL

西側立面図 S=1/100

YBYA

▼競技部棟1FL

▲設計GL

Ｂ詳細図

換気扇(設備工事)×2
換気扇(設備工事)×2

(ソレイユライン同等品)の上、ハイブリッドカラー工法

押出成形セメント板t60 w600 ヨコ貼

(ソレイユライン同等品)の上、ハイブリッドカラー工法押出成形セメント板t60 w600 ヨコ貼

(ソレイユライン同等品)の上、ハイブリッドカラー工法押出成形セメント板t60 w600 ヨコ貼

(ソレイユライン同等品)の上、ハイブリッドカラー工法

押出成形セメント板t60 w600 ヨコ貼

(ソレイユライン同等品)の上、ハイブリッドカラー工法

揚降装置機械室 平面図・立面図【参考】
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図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事



6,500 6,500

13,000

1,
12
0

96
0

3,
70
0s
t

2,
58
0

手摺

(差し込み式）

手摺

（固定式）

手摺

（固定式）

揚降装置（１） 揚降装置（２）

50
0

62
5

2,
07
5

2,
70
0

3
50
（
下
限
）

15
0（

上
限
）

MA
X=
4,
20
0s
t

4,
66
0

5,
00
0

6
1
0

手摺

(差し込み式）

手摺

（固定式）

手摺

（固定式）

蛍光灯

1,
00
0

FH=
GH=5.22

NO.8
SGc

SGc

▼揚降装置アクセス桟橋FL
▲+5.46(=T.P.3.56)

▼揚降装置機械室FL

軒天井？

止水板

電動ステンレス（SUIS304）シャッター

庇：アルミハニカムパネルt=104

アルミパネル：PL-2.0

水勾配　1/100

竪樋:φ70

ECPt60横張の上
フッ素樹脂塗装

間柱鉄骨：SOP

走行クレーン
メンテナンスデッキ 1,

66
5

1,
34

5

2,730

3,875

1,145

90
0

60
0

60
0

60
0

60
0

60
0

60
0

1,
09
0

43
0

730

730

3,
40
0

2,730

30
0

60
0

60
0

60
0

60
0

60
0

60
0

60
0

60
0

60
0

メンテ用吊りビーム

I180x100x6

▼水上梁上端

▲水下梁上端

4,
83
0

2,
86
0

3,
00
5

14
5

7,
83
5

揚降装置機械室 断面図【参考】図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

2821/100



Ｂ詳細図 S=1/10

Ａ詳細図 S=1/10

機械室屋根伏図 S=1/50

屋根勾配

3/100

軒樋：塩ビ製 前高130W屋根：ガルバリウムカラー鋼板
嵌合角ハゼ折板ｔ＝0.5葺き　Ｈ＝145

ケラバ包み：屋根と同材

棟包み：屋根と同材

YB

YA

Y3 Y4 Y5

Ａ詳細図

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

揚降装置機械室 屋根詳細図【参考】

283図示



整備棟(既存)

危険物倉庫

燃料タンク

1F:本番控室
2F:ピットマン控室

燃料庫
掃海詰所(取壊し)

試運転ピット

アクセス浮桟橋
救助艇桟橋 (⼟⽊⼯事)
(⼟⽊⼯事)

橋梁(⼟⽊⼯事)

半屋外上屋(３)(⼟⽊⼯事)

(取壊し)

(取壊し)

(既存)

(既存)

(既存)

松
⼩
⽥
・才
川
線

選⼿宿舎
(既存)

仮設掃海詰所

半屋外上屋(４)

仮設倉庫

(建築⼯事)

(⼟⽊⼯事)

(⼟⽊⼯事)

54
75

柱
芯

柱
芯

10875

X0

柱芯

柱芯

X7

41
2.
5

41
2.
5

237.5

237.5

Y0

Y3

1/
18
0

4575

Y3

柱芯
柱芯

Y0

15 37 5

X0

柱
芯

柱
芯

X 10

412.5
412.5

237.5

23 7. 5

1287.5

2200

1287.5

2200

1287.5

2200

1/180
1/180

1 /1 80
1/ 18 0

企業局倉庫(取壊し)

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

1755

17
55 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

1755

17
55 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

1755

17
55 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

1755

17
55 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55 17
55

CT-97.5x200x8x12_01 17
55 17
55

CT-97.5x200x8x12_01

17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01 17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01

17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01 17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01

17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01 17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01

17
55 17
55

CT-97.5x200x8x12_01 17
55 17
55

CT-97.5x200x8x12_01

17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01 17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01

17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01 17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01

17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01

17
55 17
55CT-97.5x200x8x12_01

1755

17
55 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

1 75 5

1 75 5CT-97.5x200x8x12_01

1 75 5

1755 CT-97.5x200x8x12_01

17
55

1755 CT-97.5x200x8x12_01

1755

17
55 CT-97.5x200x8x12_01

番号 建物名 構造 規模 建築面積
(㎡)

延面積
(㎡)

① 仮設倉庫棟 RC造 0F 59.54 59.54
② 仮設掃海詰所棟 RC造 1F 72.23 72.23
③ 半屋外上屋（４） S造 1F 175.68 −

307.45 131.77合計

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

配置図（仮設倉庫・詰所）

2841/400



設　計　概　要

建物規模建物概要

建築面積

階 数

延床面積

平屋建

構造概要 基礎型式

軸 組

間仕切

内 壁内部軸組

天 井

軽量鉄骨造（ﾌﾞﾚｰｽ構造）　(大和ﾘｰｽ㈱ ﾀﾞｲﾜﾌﾗｯﾄL 同等)

最高軒高 最高高さ
Ｍ Ｍ

3 640 8103

設 備

積 雪

地耐力

床荷重

工事名称 建築場所

地域指定 用途地域指定

防火地域指定

建築種別 建物用途

建ペイ率指定 容積率指定

下関競艇場改修工事に伴う仮設詰所・倉庫設置工事（詰所棟）

新築

山口県下関市長府松小田東町

事務所

準防火地域 その他指定

一般事項

RC基礎

軽量鉄骨壁下地 65形（ｼｬﾜｰ室・便所廻りのみ50形）

ｋＮ/ｍ　( 長期 、 仮定値 、 実値 )
２

50

ｃｍ　( 短期：　　　　Ｎ/ｍ  )
２

30 600

電気設備、空調設備、換気設備、給排水衛生設備、雨水排水設備

㎡計 72.23 ㎡計 70.34

商業地域

天井ﾊﾟﾈﾙ（表面材:ｶﾗｰ合板 t=2.5）

1階床

耐火種別

％400

その他

％80

-

本体：4.575 × 15.375 = 70.340625

　庇：（1.2875 -1.0000× 2.200 × 3 =  1.8975

4.575 × 15.375 = 70.340625

外壁ﾊﾟﾈﾙあらわし床ﾊﾟﾈﾙ（合板 t=12,根太:90×30@300）

束:鋼製束@900

大引:C-75×45×15×2.3@1800

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15

外部仕上 屋 根 外 壁

樋錺 軒樋：塩ﾋﾞ製（ｶﾗｰ 120型）、竪樋：塩ビ製（ｶﾗｰVU 75φ）

板金金物

塗 装 錆止塗装

鉄部見掛塗装

建 具 外部：ｱﾙﾐ製　内部:軽量鋼製建具

ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ t=22

　　表面）ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.35（ｻﾝﾄﾞﾎﾜｲﾄ）

折板葺（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板<素地> t=0.6,H=131,ｷｬｯﾌﾟ式）

　　　　裏面：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4（室内側のみ）

基礎水切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.35、換気面戸：ｶﾗｰ鉄板 t=0.35、ｹﾗﾊﾞ包み：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.6

屋内・隠蔽部：JIS K 5621又はJIS K 5674（1種）工場1回塗り

　　芯材）ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

FE塗装（工場1回塗り、現場にてﾀｯﾁｱｯﾌﾟ）

軒裏:折板裏あらわし

雑工事

ﾎﾟｰﾁ 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（金ｺﾞﾃ押さえ）,ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6φ-150ｘ150,再生砕石 t=100

庇 鋼製,折板葺（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.6,H=88,ﾎﾞﾙﾄ式）

室　内　仕　上　表
階 床 巾 木 壁 天井 天井高 備考

1

室 名 廻 縁

脱衣室

木製

18×36程度

内壁:外壁ﾊﾟﾈﾙあらわし 天井ﾊﾟﾈﾙ（表面材:ｶﾗｰ合板 t=2.5）

合羽・作業着室

-

掃海員控室

湯沸室

便所

倉庫・作業室

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）

（ﾗﾜﾝ合板 t=4下地）

2,399

建　具　表

符号・数量

仕　上

姿　図

備　考

硝　子

▽FL

1
9
9
0

ｱﾙﾐ製引違い戸

透明 (t=3)

引手、ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙ

召し合せ錠

ＡＤ

1 合羽・作業着室
3

2
3
9
9

1677

△CL

4
0
9

ｱﾙﾐ製引違い窓

透明 (t=3)

ｸﾚｾﾝﾄ

ＡＷ

1
3

網戸

符号・数量

仕　上

姿　図

備　考

硝　子

符号・数量

仕　上

姿　図

備　考

硝　子

軽量鋼製片引き戸

透明 (t=3)

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｻﾑﾀｰﾝ

LSD

1
2

付属金物一式

軽量鋼製片開き戸

明かり窓（ｱｸﾘﾙ製、半透明）

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、丁番、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ

表示錠、ｻﾑﾀｰﾝ

LSD

3
便所 1

木製三方枠

-

ＷＦ

1
湯沸室 1

木製

18×36程度

木製

18×36程度

木製

18×36程度

木製

18×36程度

木製

18×36程度

間仕切り:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

内壁:外壁ﾊﾟﾈﾙあらわし

間仕切り:ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t=6（EP塗装）

-

-

-

-

-

2,399

2,399

2,399

2,399

2,399

倉庫・作業室、掃海員控室
掃海員控室
倉庫・作業室 ＡＷ

2
倉庫・作業室 1

▽FL

1
2
7
4

2
3
9
9

1677

△CL

1
9
5

9
3
0

ｱﾙﾐ製引違い窓

透明 (t=3)

ｸﾚｾﾝﾄ

網戸

▽FL

3
5
9

2
3
9
9

1677

△CL

6
7
0

1
3
7
0

内壁:外壁ﾊﾟﾈﾙあらわし

間仕切り:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

内壁:外壁ﾊﾟﾈﾙあらわし

間仕切り:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

内壁:外壁ﾊﾟﾈﾙあらわし

間仕切り:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

内壁:外壁ﾊﾟﾈﾙあらわし

間仕切り:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

ＡＷ

2a
脱衣室、湯沸室 2

ｱﾙﾐ製引違い窓

型板 (t=4)

ｸﾚｾﾝﾄ

網戸

▽FL

3
5
9

2
3
9
9

1677

△CL

6
7
0

1
3
7
0

ｶｰﾃﾝ、ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ（TOTO JSV0812L同等品）

棚板 D=300

合羽・作業着室
倉庫・作業室

LSD

2
1脱衣室

▽FL

2
3
9
9

△CL

3
9
9

2
0
0
0

有効

800

▽FL

2
3
9
9

△CL

3
9
9

2
0
0
0

有効

800

軽量鋼製片引き戸

型板 (t=4)

▽FL

700

△CL

3
9
9

2
0
0
0

▽FL

△CL

700

3
9
9

2
0
0
0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）

（ﾗﾜﾝ合板 t=4下地）

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）

（ﾗﾜﾝ合板 t=4下地）

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）

（ﾗﾜﾝ合板 t=4下地）

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）

（ﾗﾜﾝ合板 t=4下地）

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2（ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ）

（ﾗﾜﾝ合板 t=4下地）

ｻｯｼ性能(S-1) ｻｯｼ性能(S-3,A-4,W-3) ｻｯｼ性能(S-3,A-4,W-3)

ｻｯｼ性能(S-3,A-4,W-3)

120

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ｻﾑﾀｰﾝ、ｶﾞﾗﾘ

付属金物一式

120

天井裏断熱材:ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50（16kg/㎥）敷込み

天井ﾊﾟﾈﾙ（表面材:ｶﾗｰ合板 t=2.5）

天井ﾊﾟﾈﾙ（表面材:ｶﾗｰ合板 t=2.5）

天井ﾊﾟﾈﾙ（表面材:ｶﾗｰ合板 t=2.5）

天井ﾊﾟﾈﾙ（表面材:ｶﾗｰ合板 t=2.5）

天井ﾊﾟﾈﾙ（表面材:ｶﾗｰ合板 t=2.5）

召し合せ錠

ＡＷ

3
便所 1

ｱﾙﾐ製引違い窓

型板 (t=4)

ｸﾚｾﾝﾄ

網戸

▽FL

3
5
9

2
3
9
9

777

△CL

2
0
0

1
8
4
0

ｻｯｼ性能(S-3,A-4,W-3)

図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

設計概要・仕上表・建具表（詰所）

285－
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平面図 S＝1/100

※　 ･･･壁ブレース位置を示す。
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図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

平面図（詰所）
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立面図 S＝1/100Y0

立面図 S＝1/100Y3

立面図 S＝1/100X10

立面図 S＝1/100X0
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X-X断面図 S＝1/100
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図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

立面図・断面図（詰所）
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倉庫1
24.84㎡
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1

ＳＳ

1

ＳＳ

2

XX

Y

Y

設　計　概　要

建物規模建物概要

建築面積

階 数

延床面積

平屋建

構造概要 基礎型式

軸 組

間仕切

内 壁内部軸組

天 井

軽量鉄骨造（ﾌﾞﾚｰｽ構造）　(大和ﾘｰｽ㈱ ﾀﾞｲﾜﾌﾗｯﾄL 同等)

外部仕上 屋 根 外 壁

樋錺 軒樋：塩ﾋﾞ製（ｶﾗｰ 120型）、竪樋：塩ビ製（ｶﾗｰVU 75φ）

板金金物

塗 装 錆止塗装

鉄部見掛塗装

最高軒高 最高高さ
Ｍ Ｍ

3 445 6153

設 備

雑工事

建 具

積 雪

地耐力

床荷重

外部：ｱﾙﾐ製

室　内　仕　上　表
階 床 巾 木 壁 天井 天井高 備考

1

室 名 廻 縁

工事名称 建築場所

地域指定 用途地域指定

防火地域指定

建築種別 建物用途

建ペイ率指定 容積率指定

下関競艇場改修工事に伴う仮設詰所・倉庫設置工事（倉庫棟）

新築

山口県下関市長府松小田東町

倉庫

準防火地域 その他指定

一般事項

ｋＮ/ｍ　( 長期 、 仮定値 、 実値 )
２

50

ｃｍ　( 短期：　　　　Ｎ/ｍ  )
２

30 600

電気設備、換気設備、雨水排水設備

㎡計 59.54 ㎡計

折板葺（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板<素地> t=0.6,H=131,ｷｬｯﾌﾟ式）

　　　　裏面：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4（室内側のみ）

基礎水切：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.35、換気面戸：ｶﾗｰ鉄板 t=0.35、ｹﾗﾊﾞ包み：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=1.6

屋内・隠蔽部：JIS K 5621又はJIS K 5674（1種）工場1回塗り

商業地域

外壁ﾊﾟﾈﾙあらわし

折板裏あらわし

内壁:外壁ﾊﾟﾈﾙあらわし 屋根材裏あらわし

本体：5.475 × 10.875 = 59.540625

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（金ｺﾞﾃ押さえ）,ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6φ-150ｘ150,再生砕石 t=100

1階床

FE塗装（工場1回塗り、現場にてﾀｯﾁｱｯﾌﾟ）

耐火種別

％400

その他

％80

倉庫1,2

軒裏:折板裏現し

-

梁下まで

2,835

符号・数量

仕　上

姿　図

備　考

硝　子

▽FL

2
2
1
5

鋼製　ｽﾗｯﾄt=0.5

-

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、座金

付属金物一式

1
手動軽量鋼製ｼｬｯﾀｰ 2

2600

▽FL

鋼製　ｽﾗｯﾄt=0.5

-

2
手動軽量鋼製ｼｬｯﾀｰ 1

1705

平面図 S＝1/100

※　 ･･･壁ブレース位置を示す。

倉庫2
34.69㎡

59.54

本体：5.475 × 10.875 = 59.540625

ＳＳ ＳＳ

2
2
1
5

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、座金

付属金物一式

間仕切壁:石膏ボード t=12.5 あらわし

木下地

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え t=120

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ-150x150

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15

再生砕石 t=100

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え

RC基礎

ﾎﾟｰﾁ

ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ t=22

　　表面）ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.35（ｻﾝﾄﾞﾎﾜｲﾄ）

　　芯材）ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
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図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

設計概要・仕上表・建具表・平面図

2881/100
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立面図 S＝1/100X8

立面図 S＝1/100Y3 立面図 S＝1/100X0
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図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

立面図・断面図（仮設倉庫）
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図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

建築工事補足仕様書（１）

290－



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

建築工事補足仕様書（２）

291－



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

建築工事補足仕様書（３）

292－



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

建築工事補足仕様書（４）

293－



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

建築工事補足仕様書（５）

294－



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

建築工事補足仕様書（６）
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図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

耐震･耐風圧 天井補強 特記･要領図

296－



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

水域施設　揚降装置（仮設）構造図

297図示



図面名

工事名

縮　尺 図面番号

下関市ボートレース企業局

ボートレース下関新競技棟連絡橋及び水域施設設置工事

水域施設　揚降装置（仮設）鉄骨架構詳細図

2981/60


